
大
輪
　
南
部
の
夜
空
に

8
月
20
日
、
天
候
不
良
の
た
め
13
日
開
催
の
南
部

ま
つ
り
か
ら
延
期
と
な
っ
た
花
火
大
会
が
、
南
部
地

区
の
馬
淵
川
沿
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
直
径
２
８
０

メ
ー
ト
ル
の
８
号
玉
を
始
め
、
色
と
り
ど
り
の
大
輪

が
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。
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聖
寿
寺
館
跡
で
金き

ん

め

っ

き

鍍
金
建
具
確
認

― 
国
立
科
学
博
物
館
等
と
の
共
同
調
査
成
果 

―

独
立
行
政
法
人
国
立
科
学
博
物

館
（
東
京
都
台
東
区
）
の
理
化
学

分
析
と
京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館

員
で
金
属
工
芸
品
研
究
の
第
一
人

者 

久
保
智
康
氏
に
よ
る
鑑
定
に

よ
り
、
聖
寿
寺
館
跡
で
の
金
鍍
金

建
具
の
使
用
が
明
ら
か
と
な
り
ま

金
鍍
金
さ
れ
た
襖ふ

す
まの
引
手

国
立
科
学
博
物
館
理
工
学
研
究

部
の
沓く

つ
な名
研
究
主
幹
は
、
令
和
２

年
か
ら
顕
微
鏡
観
察
や
蛍
光
エ
ッ

ク
ス
線
分
析
に
よ
り
、
金
属
工
芸

品
の
元
素
の
特
定
、
金
鍍
金
の
有

無
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
製
品
の
多
く
は
性

格
・
名
称
・
年
代
等
が
不
明
で

あ
っ
た
た
め
、
昨
年
10
月
に
京
都

国
立
博
物
館
名
誉
館
員
の
久
保
智

康
氏
に
よ
り
一
部
が
鑑
定
さ
れ
、

襖
の
引
手
や
釘
隠
、
屏
風
の
押お

し
ぶ
ち縁

金
具
、
香こ

う
ろ炉
、
燭

し
ょ
く
だ
い台
等
の
製
品
が

特
定
さ
れ
ま
し
た
。

襖ふ
す
まの
引
手
は
３
点
確
認
さ
れ
、

そ
の
内
２
点
が
金
鍍
金
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
金
鍍
金
さ
れ
た
引
手

は
、
縦
４・９
㌢
、
横
５・８
㌢
、

厚
さ
１・３
㌢
、
重
さ
26
㌘
の
銅

製
で
、
引
手
底
板
等
に
金
鍍
金
が

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
金
鍍
金
さ

れ
た
引
手
の
出
土
は
国
内
で
も
極

め
て
珍
し
く
、
15
世
紀
前
半
～
16

世
紀
の
北

き
た
ば
た
け畠
氏
館
跡
（
三
重
県
津

市
）
で
１
点
、
四
国
の
戦
国
大
名 

長
曾
我
部
氏
の
居
城 

岡お
こ
う豊
城
跡

（
高
知
県
南
国
市
）
で
１
点
出
土

し
て
い
ま
す
。

他
に
引
手
は
一い

ち
じ
ょ
う
だ
に
あ
さ

乗
谷
朝
倉く

ら

氏
遺

跡
（
福
井
県
）、
平
安
京
左
京
五

条
三
坊
七
町
跡
（
京
都
府
）、
堺

環
濠
都
市
遺
跡
（
大
阪
府
）
等
で

出
土
し
て
い
ま
す
が
、
金
鍍
金
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
内
数
例
の
釘
隠
（
※

１
）
や
樽た

る
く
ち口
金
具
も
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
釘
隠
は
六
葉
・
三
方
透
か

し
の
形
状
で
径
４・０
㌢
、
厚
さ

4
㍉
、
重
さ
９・２
㌘
、
平
成
27

年
に
聖
寿
寺
館
跡
の
東
北
最
大
規

模
の
掘ほ

っ
た
て
ば
し
ら

立
柱
建
物
跡
北
西
部
で
出

土
し
て
い
た
も
の
で
す
。

し
た
。
南
部
氏
の
財
力
や
都
と
の

つ
な
が
り
、
戦
国
大
名
居
館
の
室

内
空
間
の
実
態
を
考
え
る
う
え
で

重
要
な
発
見
と
な
っ
た
た
め
、
町

は
国
立
科
学
博
物
館
協
力
の
も

と
、
8
月
22
日
に
記
者
会
見
を
開

催
し
ま
し
た
。

写
真
１　
金
鍍
金
さ
れ
た
襖
引
手

記者会見で調査結果について説明する、左から沓名氏、
久保氏、町社会教育課 布施和洋総括主査、冷水健人主事
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金
鍍
金
さ
れ
た
引
手
金
具
等
の

確
認
に
よ
り
、
南
部
氏
の
居
館
内

部
の
襖
絵
が
金
地
の
彩
色
画
で

あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
戦
国
大
名
居
館
の
室
内

空
間
を
探
る
う
え
で
重
要
な
発
見

で
す
。

昨
年
度
ま
で
の
町
と
国
立
科
学

博
物
館
と
の
共
同
調
査
・
分
析

で
、
聖
寿
寺
館
跡
か
ら
は
真

し
ん
ち
ゅ
う鍮
生

産
坩る

つ
ぼ堝
や
金
・
銀
・
銅
な
ど
を
熔

か
し
た
坩
堝
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
聖
寿
寺
館
跡
内
部
で
多
様
な

金
工
品
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
飾
金
具

が
城
館
内
部
で
製
作
さ
れ
た
可
能

性
も
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

三
戸
南
部
氏
の
主
要
産
業
は
馬

産
と
金
採
取
と
考
え
ら
れ
、
こ
の

こ
と
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
後ご

は
な花

園ぞ
の

天
皇
の
実
父
伏ふ

し
み
の
み
や
さ
だ
な
り

見
宮
貞
成
親
王

の
日
記
「
看か

ん
も
ん聞
日
記
」
に
は
、
応

永
25
（
１
４
１
８
）
年
8
月
、「
関

東
大
名
南
部
上
洛
。
馬
百ひ

ゃ
っ
ぴ
き
疋
。
金

千
両
室
町
殿
へ
獻

こ
れ
を
た
て
ま
つ
る
之
」
と
あ
り
、

三
戸
南
部
氏
の
13
代
守も

り
ゆ
き行
が
将
軍

義よ
し
も持
に
馬
百
頭
・
金
千
両
を
進
上

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
仮

に
１
両
37
㌘
と
仮
定
し
て
も
37
㌔

国
内
２
例
目
で
東
日
本
初
の
屏
風

押
縁
金
具
や
掛
軸
の
軸じ

く
ば
な鼻
金
具
等

の
確
認

今
回
の
鑑
定
・
分
析
に
よ
り
、

居
館
内
部
に
飾
ら
れ
て
い
た
調
度

品
も
複
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

屏
風
の
押
縁
金
具
は
長
さ
８
・

０
㌢
、
幅
１・６
㌢
、
厚
さ
2
㍉

で
金
鍍
金
が
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
左
右
両
方
を
向
い
て
い
る

桐
唐
草
か
ら
、
屏
風
側
面
に
縦

方
向
に
打
た
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

屏
風
の
押
縁
金
具
は
国
内
で
は

他
に
関せ

き
の
つ津
城
遺
跡
（
滋
賀
県
）
で

金
鍍
金
仕
上
げ
の
金
具
が
出
土
し

て
お
り
、
聖
寿
寺
館
跡
の
押
縁
金

具
は
国
内
２
例
目
で
東
日
本
で
は

初
の
確
認
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
直
径
２
・
55
㌢
、
長
さ

１・７
㌢
の
銅
製
の
掛
軸
の
軸
鼻

金
具
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
押
縁

金
具
や
軸
鼻
金
具
の
存
在
は
、
居

館
の
室
内
空
間
に
屏
風
や
掛
軸
が

配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す

る
た
め
、
室
町
・
戦
国
期
の
居
館

内
部
の
し
つ
ら
え
を
考
え
る
上
で

重
要
で
す
。

さ
ら
に
、
当
時
、
書
院
飾
り

の
鑑
賞
具
と
し
て
も
扱
わ
れ
た

三み
つ
ぐ
そ
く

具
足
（
※
２
）
と
い
わ
れ
る
置

物
の
内
、
銅
製
の
香
炉
と
燭
台
の

一
部
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
北
端
の
戦
国
大
名
で
あ
っ
た

南
部
氏
が
中
世
の
絵
巻
物
の
書
院

飾
り
に
登
場
す
る
よ
う
な
多
様
な

調
度
品
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い

た
こ
と
が
伺
わ
れ
、
南
部
氏
居
館

の
室
内
空
間
、
都
と
の
つ
な
が

り
、
財
力
を
考
え
る
手
掛
か
り
と

も
な
り
ま
す
。

今
後
も
専
門
家
や
関
係
機
関
の

助
力
を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き

２
０
０
点
以
上
に
上
る
金
属
工
芸

品
の
鑑
定
・
分
析
を
行
い
、
居
館

内
部
の
実
態
の
解
明
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

今
回
発
表
し
た
金
属
工
芸
品
は

史
跡
聖
寿
寺
館
跡
案
内
所
で
一
般

公
開
中
で
す
。

※
２　
三
具
足
は
仏
前
な
ど
に
供

え
る
花け

び
ょ
う瓶
、
香
炉
、
燭
台
を
１

セ
ッ
ト
と
し
た
置
物
の
総
称
。

室
町
時
代
に
は
茶
の
湯
で
も
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
鑑
賞
具

と
し
て
も
扱
わ
れ
た
。

（
現
在
の
レ
ー
ト
で
は
3
億
円
程

度
）
の
金
を
将
軍
へ
献
上
し
た
こ

と
に
な
り
、
三
戸
南
部
氏
の
も
と

に
は
金
が
大
量
に
集
積
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
金
鍍
金
が

施
さ
れ
た
金
属
製
品
は
南
部
氏
の

潤
沢
な
金
利
用
の
一
端
を
示
す
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

※
１　
釘
隠
は
座
敷
の
横
方
向
の

梁
で
あ
る
長な

げ
し押
に
打
ち
付
け
ら

れ
た
飾
金
具
。

写
真
２　
樽
口
金
具
㊨
と
釘
隠
㊧

写
真
３　

 

金
鍍
金
さ
れ
た
屏
風
押
縁

金
具
㊨
と
掛
軸
軸
鼻
㊧
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ズームインなんぶ

ZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM IN

全国大会・東北大会へ向けた決意を語る
県大会で好成績

8月5日、空手と水泳、剣道、陸上競技の県
大会で優秀な成績を残し、全国大会・東北大会
へ出場することとなった児童・生徒たちが役場
を訪れ、工藤町長へ報告しました。

水泳で全国大会へ出場する名川中1年の松
山結

ゆ う

宇さんは「たくさん泳いで練習し、自己
ベストを更新できるよう頑張りたいです」と
話し、空手で全国大会へ出場する名川中2年
の丸子幸志郎さんは「型のきれいさ、繊細さ
が自分の課題。全国大会までに技術を磨き、
負けないで勝ち上がりたいです」と意気込み
を語りました。 全国大会・東北大会へ出場する児童・生徒たち

100歳の長寿を祝福
沖田米次郎さん、沼畑吉茂さんに敬老祝金

8月4日生まれの沖田米次郎さん（大
向）と8月11日生まれの沼畑吉茂さん

（相内）がそれぞれ100歳の誕生日を
迎えられ、町から敬老祝金が贈られま
した。

沖田さんには家族や特別養護老人
ホーム三戸老人ホームの職員が見守る
なか、また、沼畑さんには自宅で家族
が見守るなか、工藤町長が「おめでと
うございます」とお祝いの言葉を添え
て、敬老祝金と顕彰状などを手渡しま
した。

沖田米次郎さん、沼畑吉茂さん、お
誕生日おめでとうございます。これか
らも元気で長生きしてください。

100歳を迎えられた沖田さん㊥とご家族の皆さん

100歳を迎えられた沼畑さん㊨

広報なんぶちょう 9月号 4



地元で初めての総会を開催
ふるさと南部会　10周年記念事業

6月25日、関東地区等に居住し、南部町にゆか
りのある方が会員のふるさと南部会（佐々木澄子
会長）の設立10周年記念事業として、アヴァン
セふくちを会場に初めて地元で総会が開催され、
会員62人が出席しました。

総会では、佐々木会長が地元で開催できたこと
への想いを語り、工藤町長が「おかえりなさい」
と歓迎。コロナ禍で総会を開催できなかった過去
3年間の町の取り組みや町民の活躍を報告しました。

総会後のふるさと交流会では郷土芸能が披露さ
れたほか、せんべい汁やかっけ等の郷土料理が振
る舞われました。翌日は聖寿寺館跡などを見学し
たのち、さくらんぼ狩りを満喫しました。

ふるさと南部会の会員の皆さんが新しくなった役場庁舎の見
学に訪れました

元プロ野球選手が中学生を指導
髙橋尚成さんが講師　野球教室開催

7月23日、読売巨人軍や米大リーグのメッツ、エ
ンゼルスなどで活躍した元プロ野球選手の髙橋尚
成さんを講師に迎え、ふくち運動公園福地野球場
で野球教室を開催。町内中学校の野球部員25人が
参加し、プロの技を学びました。

この野球教室は、地域活性化や野球の普及振興
を目的としており、今年で3回目の開催。守備練習
を中心とした内容で、捕球から送球までの基本的
な動きをはじめ、グラブトスやジャンピングスロー
など、実戦で使用できる技術を中学生へ伝授しま
した。髙橋さん㊨がプロの技術を中学生に指導しました

ナイトマーケット　大盛況
南部夜市　初開催

町商工会青年部が主催する「南部夜市」が7月2
日と8月6日にバーデパーク駐車場で開催され、家
族連れなど多くの方で賑わいました。

会場には、多彩な屋台やキッチンカーが出店。
コロナ禍でイベントなどの中止が続くなか、来場
者は屋外で開催されたナイトマーケットを楽しみ
ました。次回は、9月3日（土）に開催予定です。 飲食や物販の屋台を巡る多くの来場者で賑わいました

広報なんぶちょう 9月号5



南部七唄七踊り全国大会名川秋まつり

滝田康雄さんに感謝状街の住みここち  第7位

日時　9月25日（日）　9時~
会場　楽楽ホール
入場料　無料
入場時の検温にご協力ください
　37.5℃以上の方は入場をお断りする場合があ

りますので、予めご了承ください。
問合せ　社会教育課　☎0178-38-5969

9月8日（木）　14時～18時
▶神社行列（お通り・お還り）
▶名川中学校ブラスバンドパレード
▶名久井農業高校パレード
9月9日（金）　18時～20時30分
▶手踊り披露　　場所　伝承館・お祭り広場
9月10日（土）　14時30分～20時30分
▶剣吉小学校パレード
▶名久井小学校パレード
▶名川南小学校パレード
▶ミスさんさによる盛岡さんさ踊り
▶北上鬼剣舞
※9日、10日は屋台等の出店があります。
※歩行者天国は行いませんので、ご了承ください。
問合せ　商工観光課　☎0178-38-5965

人権擁護委員を8年3か月の長きに渡り務めら
れ、人権の擁護と人権思想の普及高揚に尽くさ
れた功績により、法務大臣から滝田康雄さん（片
岸）に感謝状が伝達されました。

滝田さんは「感謝状をいただけて驚いていま
す。委員の任期はあっという間。学校での人権
教室が心に残っています。活動を通じて、自分
自身の勉強にもなりました」とこれまでの活動
を振り返りました。

人権擁護委員を長年務められた滝田さん㊧

大東建託㈱が発表した「いい部屋ネット街の
住みここちランキング2022＜青森県版＞」で、
昨年の9位から順位を上げ、南部町が第7位にラ
ンクアップしました。

ランキングは、登録モニターが現在居住して
いる街について、生活や交通の利便性など8項
目の満足度を5段階で評価したものです。

南部町は調査項目のうち「静かさ治安」が第
2位、「行政サービス」と「物価家賃」、「防災」
が第4位にランクインしました。

　

県内順位 自治体名 偏差値
1位 おいらせ町 67.5
2位 弘前市 66.9
3位 平川市 61.4
4位 八戸市 57.4
5位 藤崎町 57.1
6位 青森市 56.9

7位 南部町 54.7
階上町 54.7

9位 三沢市 53.5
10位 六戸町 53.4
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南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん
おいでよ！子育て支援センター

福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分~11時

9月9日　  運動あそび
9月16日　外あそび
9月30日　お誕生会
10月7日　絵本を楽しみましょう

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分~11時

  9月7・14・21・28日
10月5日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時~12時

  9月5・12・26日
10月3日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時~12時

9月7日 お月見会
9月21日　ミニ運動会
9月28日 お誕生会
10月5日 砂あそび

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時~14時

  9月6・8・20・22・27・29日
10月4・6・11・13日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分~11時

9月7日㈬  お月見会に参加
9月15日　ぴっぴサロン
9月22日　ひもとおし あそび
9月29日　保健講座①
10月6日　ブロックあそび

認定こども園 あかね幼稚園　　☎0178-76-1801

ハッピークラス ※要予約
火曜日/10時~11時30分

9月13日　お散歩バッグづくり
9月20日　園庭探検!みんなで秋探し
10月4日　どんぐりケーキを作ろう

※新型コロナウイルス感染症などの影響で休止・変更となる場合があ
りますので、ご利用の際は必ず各施設にお問い合わせください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　　問合せ問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

2歳児歯科健康診査 R1.11～R2.1生 9月15日（木） 12時15分～12時30分・13時00分～13時15分
ゆとりあ3歳児健康診査 H31.1～H31.2生 9月22日（木） 11時45分～12時20分

乳児健康相談 R3.12～R4.2生 10月4日（火） 12時30分～12時45分・14時00分～14時15分
※受付時間・場所は、都合により変更となる場合があります。その際は、対象者に通知します。

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG　9月12日㈪、10月17日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG　9月14日㈬、10月12日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

ロタウイルス、B型肝炎、
ヒトパピローマウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

町では、若い世代からの生活習慣病予防に
取り組んでおり、中学1・2年生の生徒を対
象に血液検査と血圧測定を実施しています。　

今年度の検査では、総合判定で「異常なし」
と判定されたのは27.7%で、72.3%の生徒
が ｢異常あり｣ と判定されています。

検査項目別の「異常あり｣ の割合は、血液
一般（多血・貧血）が43.8% と一番高く、
次いで糖代謝異常38.8%、脂質異常24.6%、
血圧異常11.2%となっています。特に糖代
謝異常の割合は、1年生で37.5%、2年生で
40.0%となりました。

南部町は大人も糖尿病治療中の方が多い状
況です。血圧と血中脂質・糖代謝は動脈硬化
と関連があり、子どもの頃から数値が高い状
況が続く場合は、将来の脳血管疾患や心疾患
の発症につながる可能性が高くなります。リ
スクを減らすため、野菜を摂るなど、バラン
スのよい食事を家族みんなで心がけましょう。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100　　　　

「令和4年度若年生活習慣病予防健康診査」
　～中学生の約7割が異常判定～

子育て支援センターは、こども園に通っていないお子さんなら、ど
なたでも参加できます。お気軽にご利用ください。

子育て通信
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「すこやか南部」通信 問合せ 健康こども課（健康センター）
 ☎0178-60-7100

パート2

大人の感染症対策　帯状疱疹について
帯状疱疹は、水ぼうそうと同じウイルスが原因で起こる皮膚の病気です。神経に潜んでいた水痘・帯状疱疹ウ

イルスが活性化することで発症します。

原因
帯状疱疹は、多くの人が子どものときに感染す

る水ぼうそうのウイルスが原因で起こります。
水ぼうそうが治った後も、ウイルスは体内（神

経節）に潜伏していて、過労やストレスなどで免
疫力が低下するとウイルスが再び活性化し、帯状
疱疹を発症します。

症状
体の左右どちらかの神経に沿って、痛みを伴う

赤い斑点や水ぶくれが帯状に生じます。症状の多
くは上半身に現れ、顔面、特に目の周りにも現れ
ることがあります。

まずピリピリ、チクチクといった神経痛が出て、
1週間程度で痛みがある部分に赤い斑点が見られ、
その後、赤い斑点内に水ぶくれができます。水ぶ
くれが破れてびらん（ただれた状態）になり、そ
こがかさぶたになって症状がおさまります。

神経が損傷されると、皮膚症状が治った後も痛
みが残ることがあり、3か月以上痛みが続くものを
帯状疱疹後神経痛と呼びます。「焼けるような」「締
め付けるような」持続性の痛みや「ズキンズキン
とする」痛みが特徴です。

治療
帯状疱疹の治療は、ウイルスを抑制する「抗ウ

イルス薬」が治療の柱となります。
できれば、発疹が出てから3日以内に抗ウイルス

薬を投与されることが望ましいとされています。
抗ウイルス剤の使用が早ければ早いほどウイルス
増殖が抑えられ、重症化や帯状疱疹後神経痛を予
防する確率が高くなります。

もし、ズキズキ・ピリピリした痛みがあり「帯
状疱疹かも…」と思ったら、お近くの病院を受診
してください。

予防
帯状疱疹の予防には、日頃から体調管理を心が

け、免疫力が低下しないようにすることが大切です。
また、50歳以上の方はワクチン接種で予防する

ことができます。帯状疱疹ワクチンについては、
かかりつけ医、またはお近くの病院にご相談くだ
さい。

9月はがん征圧月間です
定期的にがん検診を受けることは、がんの早期発見・早期治療につながります。
自分と大切な人のためにも、年に一回はがん検診を受けましょう！
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達者de 健康相談　～今より “達者”な自分のために～

献血にご協力を

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ
高額療養費の事前口座登録をお願いします
　令和4年10月1日から、75歳以上の方等で一
定以上の所得がある方は、現役並み所得者（窓
口負担割合3割）を除いて、医療費の窓口負担
割合が2割になります。
　窓口負担割合が2割となる方には、負担を抑
える配慮措置があります。新制度導入後3年間

（令和7年9月30日まで）は、外来診療分の1か
月の負担増加額を3000円までに抑えるため、自
己負担額（窓口で支払う費用）との差額を高額

療養費制度の口座へ後日払い戻しします。
　窓口負担割合が2割となる方で、高額療養費
の口座が未登録である方には、令和4年9月以降
に高額療養費支給事前申請書を郵送しますので、
高額療養費の事前口座登録をお願いします。
※入院の医療費は対象外です。

問合せ　青森県後期高齢者医療広域連合
　　　　☎017-721-3821

開催日　9月26日（月）
　　　　10月11日（火）・24日（月）
時間　13時30分～18時30分（最終受付18時）
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　健康・栄養相談、血圧測定、体組成測

定（体脂肪・筋肉量）、血管年齢測定　等
費用　無料

　健康センターにおいて毎月、健康相談を開催
しています。様々な測定をして、生活習慣の改
善やご自分の体の状態について考える機会とし
てみませんか？
※事前にご予約ください。
※1人30分～45分程度となります。
問合せ・申し込み　 健康こども課 （健康センター）
　　　　　　　　　☎0178-60-7100

病気やけがなどで輸血を必要としている人の
命を救うため、男性は17歳から64歳、女性は
18歳から64歳の健康な人に400ml献血をお願
いしています。

ただし、60歳から64歳までの間に献血の経験
があれば、69歳までできます。

献血にご協力いただいた方には血液検査の結
果が送付され、健康管理に役立てることもでき
ます。初めての方もぜひ、ご協力
ください。

日時　9月13日（火）
　　　10時～11時45分・13時～16時
場所　南部町役場
※安全で責任のある献血をお願いするため、運

転免許証など、本人確認ができるものを持参
してください。

※新型コロナウイルス感染症と診断された方は、
症状消失後４週間以内は献血ができませんの
で、ご注意ください。

問合せ　 福祉介護課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101
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就業構造基本調査にご協力を

助成団体を募集  南部町笑顔あふれるまちづくり支援事業

町では、ボートピアなんぶ交付金を活用し、
町民の皆さんが実施する地域の個性・環境・伝
統などを生かしたまちづくり活動を支援します。

実施期間　予算の範囲内で先着順に受付
応募資格　町内で活動している団体で、会則が

あり、他の補助金等を受けていない団体など

助成事業の種類
助成事業の区分 対象となる事業・活用事例 助成率

通
常
事
業

ソフト事業 ▶地域に伝わる伝統芸能を子どもたちに伝承する活動をしたい
▶講演会や研修会を開催したい　など

助成対象経費の1/2以内
※地域づくり計画に掲載
　された事業
→助成対象経費の2/3以内
　（限度額:30万円）

ハード事業 ▶清掃奉仕活動を円滑に行うため草刈機械を購入したい
▶町内の掲示板が古いので、原材料を購入して作りたい　など

特
認
事
業

自主防災組織
設立支援事業

自主防災組織を新たに設立する場合に、スコップ・ヘルメットなどの
防災資機材を整備するための事業
※既存の自主防災組織の場合は通常事業となります。

助成対象経費の2/3以内
（限度額:30万円）無形文化財継承

活動支援事業
国・県・町の指定を受けた無形文化財の継承や後継者育成を図ることを
目的に用具等を整備するために行う事業

生涯スポーツ振興
・地域間交流事業

町民運動会と総合優勝制スポーツ大会において構成される連合チームが
大会用ユニフォームや練習用具を整備するために行う事業

※同一の事業は、1年を1回として、3回まで助成を受けることが可能です。
※1団体につき、通常事業1件、特認事業1件の合計2件まで申請することができます。

鍋条例推進事業
(22日に開催する鍋を

囲むイベント、交
流会に対する助成)

助成対象者 助成率

町の機関以外の団体で、会則があり、他の助成金を受けていない団体 助成対象経費の2/3以内
（限度額:30万円）

鍋を楽しむことを目的に町内在住者10人以上で結成した任意団体
（助成対象経費は「賄材料費のみ」）

助成対象経費の2/3以内
（限度額:2万円）

※一事業年度、同一団体につき、2回まで申請することができます。
※「町内在住者10人以上で結成した任意団体」の同一団体とは、構成員の過半数が同一である団体です。

申込方法　企画財政課に備え付け、または町ホー
ムページに掲載している様式に記入し、必要
書類を添えて提出してください。

※事業開始前に、企画財政課担当までご相談を
お願いします。

問合せ　企画財政課　☎0178-38-5960

日本の就業状況の実態を明らかにすることを
目的とした令和4年就業構造基本調査を、10月1
日現在で実施します。この調査は、国が実施す
る統計調査のうち、統計法により特に重要なも
のとされる「基幹統計調査」です。

調査対象は、無作為に選ばれた全国の約54万
世帯で、南部町では「平、鳥舌内、虎渡、玉掛、
沖田面、小向、小泉、杉沢、福田」地区の一部

世帯が調査対象となります。
調査をお願いする世帯には、9月下旬に調査

員が伺い、調査書類をお配りします。パソコン
やスマートフォンから簡単に回答することが可
能となっていますので、ご協力をお願いします。

詳しくは総務省統計局ホームページをご覧く
ださい。
問合せ　企画財政課　☎0178-38-5960
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秋の狂犬病予防注射

マイナンバーカードの申請はお早めに

問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

予防注射料　3,300円（１頭あたり）
登録手数料　3,000円（新規登録時のみ）
※おつりのないようにご協力ください。

福地地区　10月5日（水）
苫米地集会所 09:00~09:15

高橋集会所 09:25~09:40

小泉集会所 09:55~10:10

あかね集会所 10:25~10:40

東あかね集会所 10:50~11:05

法師岡コミュニティ防災センター 11:15~11:25

杉沢研修館 13:30~13:40

あけぼの研修センター 13:45~14:00

福地第8分団屯所　埖渡 14:05~14:15

福田集会所 14:25~14:35

ゆとりあ 14:45~15:00

名川地区　10月6日（木）
虎渡公民館 09:00~09:10

名川第10分団屯所　下斗賀 09:20~09:30

青い森鉄道　剣吉駅 09:40~09:50

剣吉公民館 10:00~10:10

剣吉河内屋跡地 10:20~10:30

高瀬集会所 10:40~10:50

上名久井公民館 11:00~11:20

平公民館 11:30~11:45

大鳥谷集会所 13:30~13:40

名川南小学校バス停駐車場 13:50~14:00

名川第4分団屯所　下名久井 14:15~14:25

八坂神社 14:35~14:45

南部町役場　駐車場 14:55~15:10

南部地区　10月7日（金）
相内町内会館 09:00~09:15

諏訪ノ平公民館 09:25~09:40

玉掛公民館 09:50~10:00

沖田面公民館 10:05~10:15

南部第６分団屯所　赤石 10:20~10:30

大向コミュニティ防災センター 10:50~11:05

小波田町内会館 11:15~11:30

ふれあい交流プラザ 13:30~13:40

南部利康霊屋駐車場 13:50~14:00

古町町内会館 14:10~14:20

門前町内会館 14:30~14:40

南部支所前 14:45~15:00

生後91日以上のすべての犬は、一生に一度の
登録と、毎年の狂犬病予防注射を受けなければ
なりません。

案内のはがきを送付しますので、最寄りの会
場へはがきと手数料を持ってお越しください。

また、未登録の犬を所有している方は、会場
または役場・各支所窓口で登録手続きをお願い
します。

全地区　10月9日（日）
南部支所前 09:00~09:50

南部町役場　駐車場 10:00~10:50

ゆとりあ 11:00~11:50

※10月9日（日）の狂犬病予防接種の際は、
あわせてご家庭で不要となった小型家電
の回収も実施します。皆さんの参加をお
待ちしています。マイナポイント事業をかたった不審な電話、メール、手紙、訪問等には十分注意

してください。
マイナポイントの申込みのサポートは、マイナポイント事業ホームページ記載の
「マイナポイント手続スポット」でお受けください。

マイナポイント第二弾の付与対象者は、9月
末までにマイナンバーカードを申請した方にな
ります。

申請書は通知カードや個人番号通知書と一緒
に送付しています。お手元に申請書がない場合
は、お近くの庁舎窓口で発行することができま
す。お越しの際は、本人確認書類（運転免許証

など）をお持ちください。
また、役場ではマイナンバーカード交付窓口

で顔写真の撮影も行っています。申請期限が近
づくと混雑が予想されます。お早めの取得をお
願いします。
問合せ　住民生活課　☎0178-38-5963
　　　　　　または　☎080-2848-0448
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マイナポイント事業をかたった不審な電話、メール、手紙、訪問等には十分注意
してください。
マイナポイントの申込みのサポートは、マイナポイント事業ホームページ記載の
「マイナポイント手続スポット」でお受けください。
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『戦国大名南部氏の一族と城館』出版記念

南部ふるさと塾が本になりました。

北奥の宗教世界
戦国大名南部氏の興亡と
令和４年度　南部ふるさと塾令和４年度　南部ふるさと塾

北奥の宗教世界
戦国大名南部氏の興亡と

‐明らかになった『元禄の十和田山新道』の全貌‐

※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により日程・内容は変更・中止となることがありますのでご了承ください。最新情報は町ＨＰにてご確認ください。

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

―令和４年― ―令和５年―

10月１日（土）13：30～15：30

「霊山十和田と十和田古道」 「南部氏と臨済僧と中世聖寿寺」

講師　齊藤 利男氏
（弘前大学名誉教授・弘前学院大学特任教授）

11月５日（土）13：30～15：00

12月17日（土）13：30～15：00

「根城南部氏と大慈寺」

講師　熊谷 隆次氏
（八戸工業大学第二高等学校教諭）

１月21日（土）13：30～15：00

「中世北奥の民間信仰と清水寺観音堂」 「糠部の仏像・神像　新たになった中世の姿」

講師　滝尻 善英氏
（青森県文化財保護協会　会長）

２月４日（土）13：30～15：00

講師　須藤 弘敏氏
（弘前大学名誉教授）

３月18日（土）13：30～15：00

「南部藩領の山車祭礼と剣吉諏訪祭礼」

講師　工藤 竹久氏
（八戸市文化財審議委員）

講師　若松 啓文氏
（東北史学会員）

入場無料
申込不要
入場無料
申込不要

【主催】南部町教育委員会　【共催】南部町歴史研究会

■会場■

【お問合せ】史跡聖寿寺館跡案内所　ＴＥＬ:０１７９－２３－４７１１

（南部町立名川中学校隣接）

聖寿寺館跡から
出土した
金渡金が施された
金具

南部町役場
（新庁舎）
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～各校の特色ある教育～

失敗を恐れずに挑戦しよう
福田小学校としての最後の年、令和4年度がス

タートしました。今年度、教職員や子どもたち
に呼びかけていることは「失敗を恐れずに挑戦
しよう」ということです。
「With コロナ」の時代、本校でも感染症対策

と同時に、 私たち教職員も「やってみよう」と
いう挑戦する姿勢を大切にして、知恵を出し合
い工夫しながら教育活動を行っています。全校
集会や委員会の発表、表彰等だけでなく、今年
は「1年生を迎える会」も1年生教室と各教室を
タブレットでつないで実施することができまし
た。子どもたちの楽しそうな声が聞こえてきて
嬉しい限りです。

また、PTA活動も同様です。こいのぼり掲揚
や運動会の入場門設置、朝の奉仕活動、ジャッ

校長：津幡　亨　　　児童数：149人福田小学校

カメラに向かって自己紹介した「1年生を迎える会」

クドまつりの巡視やPTA新聞づくり等、昨年度
までは中止が多かったのですが、思い出したり
相談したりしながら活動を再開していただいて
います。

来年度の統合で仲間が増えます。失敗しなが
らも、たくさんの仲間と協力しながら新しいも
のを創造できる人づくりを目指しています。

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　福地おはなしの会の皆さんによる読み聞かせです。
未就学のお子さんは保護者同伴でお越しください。新
型コロナ対策として、定員を設け予約制としています。
日時　9月25日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）
定員　10人　※9月24日㈯12時までに図書室へ予約

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　9月5日㈪、12日㈪、20日㈫、26日㈪、10月3日㈪
問合せ　☎0178-76-3121 ※おはなし会の予約受付

《今月の新刊》
◆実家じまい終わらせました！ 松本　明子
◆子どもの目を守る本 三木　淳司
◆好きな間取りが絶対見つかる図鑑 園内　せな
◆「私」という男の生涯 石原　慎太郎
◆臼月トウコは援護りたい そえだ　信
◆広重ぶるう 梶　　よう子
◆鷹の系譜 堂場　瞬一
◆棘の家 中山　七里
◆モノのなまえ事典 杉村　喜光
◆ドーナツペンタくん 柴田　ケイコ

栗のお菓子づくり　 今井ようこ、藤沢かえで 著

栗のおいしい季節が始まりま
す。渋皮煮・ケーキ・お汁粉な
ど、様々な種類のお菓子が掲載
され、栗を楽しみたい人におス
スメな1冊です。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/
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ごみ・し尿の処理状況

☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業　330円
   6時～8時　受付7時30分まで

★9月の休館日

  24日㈯～30日㈮

南部町産にこだわる販売コーナー「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

★9月生まれの方プールお誕生月割引

  大人500円　小人300円

八戸清掃工場では可燃ごみを、
八戸リサイクルプラザでは不燃ご
み、粗大ごみ、資源ごみを処理し
ています。また、八戸リサイクル
プラザでは家具などの再生品を提
供したり、廃油からの石けん作り
などのリサイクル体験教室を行っ
ています。

八戸環境クリーンセンターでは、
し尿・浄化槽汚泥の効率的、安定
的な処理を行い、公共用水域の水
質保全と快適な生活環境の保全に
努めています。

バーデパーク30周年記念特別事業
かだぁる特製　ばらちらし　1300円
　※1日限定10食

南部町産の阿房宮菊と長芋を使用し、さまざまな食
感・味わいを楽しめる彩り鮮やかな「ばらちらし」です。

スモークナッツ 60g　各540円（りんごの木、ぶどうの木、さくらんぼの木、梅の木の燻製）

南部町産フルーツの木のチップと、良質なアーモンド、カシューナッツ、くる
みを燻しています。無塩、無添加で食べやすく、お酒のおつまみやティータイム
にも最適です。

レストランかだぁる　寿司職人が腕を振るう特製「ばらちらし」

祝30周年

販売コーナー「あんべぇる」は、南部町内で生産・加工された特産品60種類以上を一堂に販売している県内唯
一の販売店です。ぜひ友人、知人、お取り引き先様に贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

共通券・専用券ぜひご利用ください

ごみ処理量（ｔ） し尿処理量（kL）

可燃ごみ 不燃ごみ・粗大ごみ・
資源ごみ し尿 浄化槽汚泥

地域名 R2年度 R3年度 R2年度 R3年度 R2年度 R3年度 R2年度 R3年度
八戸市 6万6774 6万6824 1万2965 1万2489 2万8377 2万6913 5万417 5万641

南部町
（旧福地村

区域）
1203 1180 305 318 514 458 2855 2821

階上町 3022 2957 753 726 2461 2378 4825 5007

受託
焼却分 93 － － － － － － －

計 7万1092 7万961 1万4023 1万3533 3万1352 2万9749 5万8097 5万8469

特別プレミアム商品券

臨時休業　9月24日（土）～30日（金）
温水シャワー配管修理のため、全館営業を休止します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどお願いします。

イラストは見本です

問合せ
▶八戸清掃工場　 ☎0178-27-1351
▶八戸リサイクルプラザ　 ☎0178-70-2396
▶八戸環境クリーンセンター　 ☎0178-28-1919
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デーレース ナイターレース

役立っています！　ボートピアなんぶ交付金
ボートピアなんぶ交付金は、無形文化財の継承や後継者育成のために用具等を整備する活動
を支援しています。

9 September
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI

児島 G ⅡＭＢ大賞
津ルー
キーシ
リーズ

平和島
G Ⅲ

企業杯
福岡 G Ⅰ福岡チャンピオン

カップ（薄暮） 徳山 G Ⅰ徳山クラウン争奪戦 戸田
一般戦 多摩川 G Ⅰヤングダービー 尼崎 G Ⅰ

尼崎センプルカップ

鳴門
ヴィーナスシリーズ 江戸川 G Ⅲオールレディース

平和島
G Ⅲ

企業杯
常滑ヴィーナスシリーズ びわこ G Ⅲ企業杯 戸田一般戦 平和島一般戦

桐生 G Ⅰ赤城雷神杯 蒲郡一般戦 住之江
一般戦 丸亀一般戦 大村

一般戦 桐生 G Ⅲオールレディース 下関
一般戦 蒲郡ヴィーナスシリーズ

丸亀
一般戦 大村一般戦 住之江

一般戦 桐生一般戦 蒲郡一般戦 若松
一般戦 住之江一般戦 下関

一般戦 大村一般戦

ゴミ集積場所周辺の草木等の管理をお願いします
私有地から草木等がゴミ集積場所や道路には

み出していると、ごみ収集車の通行や収集作業
に支障をきたす場合があります。私有地からは
み出ている草木等は、土地の所有者の管理物で
あるため、町では伐採等できません。

これらのはみ出た草木等が原因で事故等が発
生した場合は、土地所有者の方の責任が問われ

福
地
短
歌
会

盆
花
の
川
の
ほ
と
り
に
群
れ
咲
け
ど
摘
み
ゆ
く
人
も
な
く
て
枯
れ
ゆ
く	

川
守
田
慶
三

町
内
の
共
同
作
業
へ
子
が
行
き
て
二
時
間
程
し
て
汗
流
し
く
る	

大
久
保
雪
夫

高
い
値
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
夏
野
菜
七
月
六
日
は
何
の
記
念
日	

奥
寺　

睦
子

波
よ
す
る
巌
の
窪
み
の
ス
カ
シ
ユ
リ
花
弁
の
隙
間
に
し
づ
く
が
光
る	

工
藤　

武
子

雨
あ
と
の
馬
淵
の
川
の
水
増
し
て
岸
の
柳
の
も
ま
る
る
寂
し	

工
藤　

裕
正

熟
れ
落
ち
て
草
間
に
紅
き
色
を
敷
く
八
助
梅
は
地
に
帰
れ
る
や	

坂
上　

傳
吉

梅
雨
晴
れ
の
炎
天
の
下
庭
に
出
て
草
引
き
を
れ
ば
山
鳩
の
声	

水
梨　

正
夫

夏
の
朝
鳴
き
わ
た
り
来
る
郭
公
の
声
す
が
す
が
し
遠
く
近
く
に	

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

畑
に
出
て
熱
中
症
に
な
ら
ぬ
や
う
猛
暑
予
報
に
娘
よ
り
の
電
話	

馬
場　
　

操

鮮
や
か
な
黄
の
大
輪
を
猛
暑
日
の
空
に
掲
ぐ
る
太
き
ひ
ま
は
り	

馬
場　

敬
子

り
ん
ご
の
実
例
年
並
み
の
大
き
さ
と
猛
暑
の
な
か
を
最
終
摘
果	

坂
本　

綾
子

住
め
ば
都
離
れ
難
し
も
仮
の
宿
に
朝
餉
の
ア
ス
パ
ラ
三
十
本
摘
む	

馬
場　

昭
子

名
も
知
ら
ぬ
洋
花
の
苗
な
ら
ぶ
市
盆
花
用
に
百
日
草
買
ふ	

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

昭
和
に
は
人
生
五
十
近
ご
ろ
は
八
十
、九
十
長
生
き
嬉
し	

中
野　

静
子

水
無
月
と
呼
ば
れ
る
月
は
し
と
し
と
と
雨
ふ
ら
ぬ
日
も
草
木
う
る
お
う	

一
ノ
渡　

綮

山
深
き
き
せ
き
の
お
湯
は
太
古
よ
り
大
地
を
め
ぐ
り
湧
き
い
ず
る
水	

藤
野　

幸
枝

カ
サ
サ
ギ
の
渡
せ
る
橋
に
水
か
さ
の
低
く
あ
れ
よ
と
今
宵
ば
か
り
は	

向
山　

敦
子

ホ
ヤ
水
で
洗
っ
て
ち
ぎ
る
祖
母
の
手
を
思
い
出
し
つ
つ
わ
れ
も
ホ
ヤ
む
く	

馬
場　

悦
子

葉
の
し
ず
く
ち
ろ
り
転
が
す
チ
ビ
ガ
エ
ル
命
繋
げ
と
願
う
あ
ぜ
道	

工
藤　

孔
子

源
流
に
生
る
る
際
を
掬
ひ
飲
む
蛇
口
に
続
く
水
の
先
取
り	

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

夕
暮
れ
の
風
の
止
み
た
る
静
寂
が
支
配
は
じ
め
る
路
地
の
家
並
み
を　

	

木
村
ひ
な
子

待
ち
待
ち
し
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
食
べ
頃
を
カ
ラ
ス
が
つ
つ
く
昨
日
も
今
日
も	

奥　

あ
さ
子

鉛
筆
を
持
て
ど
も
紙
は
白
き
ま
ま
歌
の
言
葉
が
そ
よ
と
も
吹
か
ず	

安
ケ
平
千
代

一
輪
車
も
ろ
と
も
青
き
草
む
ら
に
一
瞬
沈
む
孫
の
半
身　

	

相
馬　

幸
子

露
草
に
点
滅
を
す
る
初
蛍
息
を
合
は
せ
て
ま
な
こ
を
凝
ら
す	

山
下　

幸
枝

小
鳥
ら
の
糞
に
紛
れ
て
来
し
な
ら
む
増
殖
は
や
き
丈
高
き
草	
八
木
田
順
峰

る場合もありますので、円滑な収集作業実施の
ため、適正な管理をお願いします。
問合せ
　住民生活課
　☎0178-38-5963
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～
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和
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２
月
1
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（
水
）

申
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に

専
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る
よ
う
、
年
間
最
大

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　10月6日㈭  13時～15時
場所　 福地支所、いちょうホー

ル、南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

10・11月の休日窓口開設日
期日　10月1日（土）・15日（土）
　　　11月5日（土）・19日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで

窓口の時間を延長できます。
業務内容　住民票・印鑑証明書の

交付、印鑑登録
※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和4年8月19日現在）

対先月比
人　口 17,036人 （－11）
男 8,075人 （－7）
女 8,961人 （－4）

世帯数 7,478世帯 （－6）

　
　
　「

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」
な

ど
の
不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
一

度
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
9
月
20
日
（
火
）
9
時
～
16
時

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
要
電
話
予
約

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
交
流
し
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
17
日
（
土
）

　
　
　
12
時
～
14
時
30
分

場
所　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
な
ん
ぶ
こ
ど
も
園
と
な
り
）

問
合
せ

  

健
康
こ
ど
も
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

申
請
期
間

▼
推
薦
選
考

　
９
月
１
日（
木
）～
９
月
20
日（
火
）

▼
一
般
選
考
（
前
期
）

　
10
月
17
日（
月
）～
11
月
16
日（
水
）

▼
一
般
選
考
（
後
期
）

　

 

12
月
12
日
（
月
）

１
４
２
万
円
を
給
付
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
青
い
森
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー　

　
☎
０
１
７・７
６
３・４
０
２
２

三
信
包
装
（
株
）
福
地
工
場

▼
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
製
造

オ
ペ
レ
ー
タ
ー　
正
社
員
１
名

▼
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
品
の
製
造
・

品
質
管
理
業
務　
正
社
員
１
名

▼
製
袋
機
の
操
作
お
よ
び
包
装
・

検
品
業
務　
契
約
社
員
１
名

※
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
三
信
包
装（
株
）管
理
部

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
６
６
５
１

求人案内
町
誘
致
企
業
の
求
人
情
報

広告

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
南
部
町
精
神
障
害
者
家
族

会
「
語
ら
い
の
会
」

募集案内
青
い
森
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

令
和
５
年
度
研
修
生
募
集
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い
な
い
方

内
容　
参
加
者
の
運
動
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
運
動
指
導
、
体
の
バ
ラ

ン
ス
や
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
の

運
動

募
集
定
員　
30
名

参
加
料　
12
回
分　
５
０
０
円

申
込
み　
随
時
受
付

問
合
せ　

　
名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
１
０

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
「
あ
り

が
と
う
」
へ

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭

に
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄

り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
等
を
通

じ
て
、
社
会
福
祉
団
体
や
施
設
な

ど
に
提
供
す
る
活
動
で
す
。
そ
の

ま
ま
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
る
こ
と
な

く
、
必
要
な
人
へ
と
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
、
食
品
ロ
ス
消
減
へ
向

け
た
取
り
組
み
で
す
。

お
持
ち
込
み
い
た
だ
け
る
食
品

　
パ
ス
タ
、
乾
麺
、
缶
詰
、
レ
ト

ル
ト
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

海
苔
、
お
茶
漬
け
、
ふ
り
か
け
、

粉
ミ
ル
ク
、
離
乳
食
、
お
菓
子　

な
ど

※
賞
味
期
限
が
２
か
月
以
上
あ

り
、
未
開
封
で
常
温
保
存
が
可

能
な
も
の

お
持
ち
込
み
で
き
な
い
食
品

▼
賞
味
期
限
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
も
の

▼
み
り
ん
、
お
酒
、
ビ
ー
ル
、
ワ

イ
ン
、
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
分

を
含
む
食
品

▼
健
康
食
品
（
サ
プ
リ
メ
ン
ト

等
）、
介
護
用
流
動
食
、
防
災

用
保
存
水
、
調
味
料

受
付
期
限　
９
月
30
日
（
金
）

受
付
時
間　
9
時
～
20
時

※
第
２・４
火
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
は
9
時
～
16
時

問
合
せ
・
受
付
場
所

　
名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
１
０

不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
を
新

築
、
増
改
築
し
た
と
き
や
、
土
地

や
家
屋
を
売
買
、
贈
与
、
交
換
な

ど
で
取
得
し
た
と
き
に
、
取
得
者

に
一
度
だ
け
課
税
さ
れ
る
県
の
税

金
で
す
。

税
額　
原
則
と
し
て
、
市
町
村
の

固
定
資
産
課
税
台
帳
価
格
に
税

率
を
乗
じ
た
額

10
月
2
日
に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
「
令
和
４
年
度
第
16
回
南
部

町
民
運
動
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ

　
名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
１
０

足
腰
を
鍛
え
て
、
寝
た
き
り
の

原
因
と
な
り
や
す
い
「
転
倒
」
に

よ
る
骨
折
を
予
防
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
簡
単
で
楽
し
い
運
動
を
行

い
ま
す
。
日
常
に
運
動
習
慣
を
取

り
入
れ
、
早
め
の
予
防
で
楽
し
い

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

実
施
期
間

　
９
月
20
日（
火
）～
12
月
６
日（
火
）

　
計
12
回
（
毎
週
火
曜
日
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
、
内
容
等
に
変

更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
場　
福
寿
館　
ホ
ー
ル

時
間　
10
時
～
11
時
30
分 

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

※
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て

制度案内
不
動
産
取
得
税

中止案内
町
民
運
動
会
は
中
止
と
な

り
ま
し
た

実施案内
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

南
部
町
役
場
●

南
部
支
所

青森県三戸郡南部町沖田面荒田 13 番地 1 ■開館は午前 10 時。 ※20 歳未満の者の舟券購入は法律で禁じられています。0179-20-6211

広告

税
率　
住
宅
・
土
地　
３
㌫

　
　
　
住
宅
以
外
の
家
屋　
４
㌫

軽
減
制
度
（
要
申
請
）

▼
住
宅
や
住
宅
用
地
を
取
得
し
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

▼
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
不
動
産
に
代
わ
る
不
動
産
を

取
得
し
た
場
合　
な
ど

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
三
八
地
域
県
民
局

　
　
　
　
県
税
部　
課
税
第
二
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

町
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
掲
げ

る
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
対
応
す
る

た
め
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
と
し
て
、
南
部
町
電
子
申

請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
（https://

s-kantan.jp/tow
n-nanbu-

aom
ori-u/ 

）
の
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

今
後
、
受
け
付
け
で
き
る
手
続

き
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
企
画
財
政
課　

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
０

開始案内
南
部
町
電
子
申
請
・
届
出

シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

開催案内
転
倒
・
寝
た
き
り
予
防
教

室　
参
加
者
募
集
！
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広告 広告

を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
若
者
・

企
業
と
も
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象
者　

▼
大
学
・
短
大
等
の
卒
業
者
（
卒

業
見
込
み
含
む
）
で
、
採
用
時

に
35
歳
未
満
の
方

▼
青
森
県
内
で
正
規
雇
用
さ
れ
て

い
な
い
方

▼
「
日
本
学
生
支
援
機
構
」、「
青

森
県
育
英
奨
学
会
」
の
奨
学
金

利
用
者

対
象
企
業
等　
県
内
企
業
ま
た
は

勤
務
地
を
県
内
に
限
定
し
た
採

用
を
行
う
県
外
企
業
（
法
人
、

団
体
、
個
人
事
業
主
）

支
援
額
（
企
業
・
県
が
２
分
の
１

ず
つ
負
担
）

▼
大
学
等　

１
５
０
万
円
、

１
０
０
万
円
、
60
万
円
の
い
ず

れ
か

▼
短
大
等　
75
万
円
、
50
万
円
、

30
万
円
の
い
ず
れ
か

※
返
還
総
額
、
返
還
残
額
の
2
分

の
1
が
上
限

問
合
せ

　
青
森
県　
地
域
活
力
振
興
課

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
１
７
４

手
洗
い
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス

デ
ー
」
の
歌
を
2
回

綺
麗
に
見
え
る
手
に
も
、
実
は

細
菌
が
た
く
さ
ん
付
着
し
て
い
ま

す
。
食
事
前
に
も
手
洗
い
石
け
ん

で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い

は
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
の
歌
を

2
回
歌
い
き
る
く
ら
い
の
時
間
が

ち
ょ
う
ど
良
い
よ
う
で
す
。

焼
肉
は
「
ト
ン
グ
→
ト
ン
グ
→
箸
」

肉
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
火

を
通
し
ま
し
ょ
う
。
焼
肉
の
際

は
、
ト
ン
グ
で
肉
を
焼
き
網
に
乗

せ
、
ひ
っ
く
り
返
す
の
も
ト
ン
グ
、

最
後
に
自
分
の
箸
で
肉
を
取
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
ト
ン
グ
と
箸
の

使
い
方
を
意
識
し
、
安
全
に
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

「
時
間
」
と
「
温
度
」
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

調
理
品
は
食
中
毒
菌
が
増
え
な

い
よ
う
、
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
食
品
の
保
存
は
危
険

温
度
帯
（
10
～
60
℃
）
を
避
け
る

た
め
、
冷
蔵
庫
で
行
い
ま
し
ょ

う
。
冷
蔵
庫
の
開
け
閉
め
は
最
小

限
に
し
て
、
中
は
7
割
程
度
に
と

ど
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

入
寮
資
格　
保
護
者
が
青
森
県
民

で
、
東
京
都
ま
た
は
そ
の
近
郊

の
大
学
、
専
修
学
校
等
に
在

学
、
ま
た
は
入
学
見
込
み
の
男

子
学
生

場
所　
東
京
都
小
平
市
鈴
木
町
一

丁
目
１
０
３
の
１

部
屋
・
設
備　
個
室
（
ベ
ッ
ド
、

机
、
エ
ア
コ
ン
等
備
付
け
）

経
費　
入
寮
費
年
額
３
万
円
、
寮

費
月
額
３
万
円
、
食
費
１
食

４
５
０
円
（
平
日
の
夕
食
の

み
、
希
望
制
）、
電
気
料
金
実

費
（
上
・
下
水
道
料
金
無
料
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
青
森
県
学
生
寮
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
（
公
財
）
青
森
県
育
英
奨
学
会

　
（
青
森
県
教
育
委
員
会
教
職
員

課
内
）

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
８
７
９

若
者
が
青
森
県
内
に
住
み
、
登

録
企
業
で
６
年
間
働
き
続
け
た
と

き
、
県
と
企
業
と
で
奨
学
金
返
還

募集案内
青
森
県
学
生
寮 

入
寮
生
募
集

注意喚起
ご
家
庭
で
の
食
中
毒
予
防

を
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ　
三
八
地
域
県
民
局

　
地
域
健
康
福
祉
部　
保
健
総
室　

生
活
衛
生
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

修
業
年
限

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科　
　

　
６
年

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科

　
４
年

受
験
資
格

　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

受
付
期
限

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科　
　

　
10
月
12
日
（
水
）

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科　

　
10
月
５
日
（
水
）

一
次
試
験

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科　
　

　
10
月
22
日
（
土
）

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科　

　
10
月
15
日
（
土
）

問
合
せ

　
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　
八
戸
地
域
事
務
所

　
☎
０
１
７
８
・
45
・
１
９
２
０

採用案内
防
衛
医
科
大
学
校

制度案内
あ
お
も
り
若
者
定
着

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

Webページ

広報なんぶちょう 9月号 20



認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

9月20日（火）

広告

別
途
）

対
象　
町
民
と
そ
の
友
人
、
町
内

在
勤
の
方

問
合
せ
・
申
し
込
み

▼
名
川
地
区　
根
市

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
０
１

▼
南
部
地
区　
佐
々
木

　
☎
０
１
７
９
・
23
・
３
４
２
６

▼
南
部
町
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

　
な
ん
ぶ
こ
ど
も
園
内　
河
門
前

　
☎
０
１
７
９
・
23
・
０
５
０
６

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の

所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
の
支
援
対
象
に
な
り
う
る
方
に

対
し
、
順
次
、
日
本
年
金
機
構（
年

金
事
務
所
）
が
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
請
求
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

対
象

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
次

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

▼
65
歳
以
上

▼
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

課
税

▼
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方

▼
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万

円
以
下

請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
受
け
取
れ
る
方

▼
対
象
者
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

請
求
手
続
き
の
ご
案
内
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
に

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

▼
年
金
の
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

事
務
所
ま
た
は
市
町
村
で
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご

注
意
を

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
電
話
で
お
客
様
の
家
族
構

成
や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗

証
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
４
０
９
２

三
戸
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理

施
設
）
休
止
の
お
知
ら
せ

9
月
18
日
（
日
）
～
25
日
（
日
）

ま
で
の
期
間
、
施
設
の
大
規
模
な

補
修
工
事
の
た
め
、
施
設
の
運
転

を
停
止
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
期
間
は
搬
入

の
受
け
入
れ
を
停
止
し
ま
す
の

で
、
汲
み
取
り
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
早
め
に
汲
み
取
り
業
者
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

搬
入
停
止
期
間

　
9
月
20
日
（
火
）
～
22
日
（
木
）

※
搬
入
停
止
に
伴
い
、
し
尿
の
汲

み
取
り
も
休
止
し
ま
す
。

問
合
せ　
三
戸
地
区
環
境
整
備
事

務
組
合　
事
務
局

　
☎
０
１
７
９
・
23
・
０
５
６
７

日
時　
9
月
25
日
（
日
）

　
　
　
9
時
30
分
集
合

場
所　
ニ
ュ
ー
軽
米
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

会
費　
３
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
費

休止案内
南
部
地
区
・
名
川
地
区
の

皆
さ
ん
へ

制度案内
令
和
４
年
度
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度

日
時　
10
月
21
日
（
金
）

　
　
　
13
時
30
分
～
17
時

場
所　
八
戸
市
庁
別
館
２
階

　
　
　
会
議
室
Ｂ
Ｃ

内
容　
情
報
に
溢
れ
る
今
だ
か
ら

こ
そ
身
に
付
け
た
い
！
好
感

度
・
納
得
度
・
信
頼
度
を
高
め

る
情
報
収
集
術

講
師　
井
手
芳
美
氏

　
（
一
般
社
団
法
人
日
本
経
営
協

会
所
属
講
師
）

対
象　
20
歳
か
ら
49
歳
で
、
八
戸

圏
域
（
八
戸
市
・
三
戸
町
・
五

戸
町
・
田
子
町
・
南
部
町
・
階

上
町
・
新
郷
村
・
お
い
ら
せ
町
）

の
事
業
所
に
勤
務
、
ま
た
は
在

住
の
女
性

※
未
就
学
児
の
託
児
あ
り

　
（
要
申
し
込
み
）

定
員　
50
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
書　

八
戸
市
民
連
携
推
進

課
、
八
戸
市
庁
本
館
・
別
館
案

内
、
八
戸
市
各
公
民
館
、
は
っ

ち
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
八

戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
八
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で

「
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」
で

募集案内
「
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」

公
開
講
座
受
講
者
募
集

開催案内
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
９
月
５
日
（
月
）
～
10

月
３
日
（
月
）
ま
で
に
申
込
書

を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
電
話
で
八
戸
市
市
民
連

携
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
八
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
、
内
容
や
開
催

方
法
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　
八
戸
市　
市
民
連
携
推
進
課　

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
９
２
１
７

　
FAX
０
１
７
８
・
47
・
１
４
８
５

　
Ｅ
メ
ー
ル　
　

renkei@
city.

hachinohe.aom
ori.jp
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もし、誰かが目の前で倒れたら…
「救命の連鎖」
①心停止の予防　初期症状に早く気付くこ

とで、突然の心停止を予防できます。
②早期認識と通報　突然倒れた人や反応が

ない人をみたら大声で周囲の人に知らせ、
119番通報とAEDの手配をします。

③一次救命処置　心肺蘇生法とAEDの使
用によって止まってしまった心臓と呼吸
の動きを助けます。

問合せ　▶三戸消防署　名川分署
　　　　　☎0178-76-2416
　　　　▶三戸消防署　福地分遣所
　　　　　☎0178-84-2103

編集後記
　町商工会青年部が新たに企画したイベント「南部夜
市」。取材の傍ら、私もピザやかき氷を購入するなど、
夜市を楽しませていただきました。
　会場には屋台やキッチンカーが多数出店。多くの来
場者で賑わっており、全国に名を馳せる八戸市の「館
鼻岸壁朝市」のような雰囲気でした。朝市に続き、夜
市が南部町定番のイベントとして定着していくことを
願います。　　　　　　　　　　　　　　　　　【美】

町営市場の販売状況（7月16日～8月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

プレコース（梨） 77,908 21,268 273 221

豊後（梅） 218,629 33,401 153 119

まどか（桃） 4,825 1,430 296 440

あかつき（桃） 18,508 5,356 289 375

桃 12,703 2,967 234 278

サンタローザ（ﾌﾟﾗﾑ） 7,625 1,507 198 242

ソルダム（ﾌﾟﾗﾑ） 54,434 11,331 208 426

大石（ﾌﾟﾗﾑ） 17,622 2,804 159 271

長芋 35,960 5,949 165 205

にんにく 26,153 28,453 1,088 1,802

ねぎ 7,017 1,891 269 259

ナス 7,253 1,100 152 92

玉葱 6,080 1,074 177 121

大根 8,926 996 112 50

9・10月の休場日
9月 4 日（日）・7日（水）・11日（日）・14日（水）・18日（日）・19日（月）・
　  23日（金）・25日（日）・28日（水）
10月2日（日）・5日（水）・9日（日）・10日（月）・16日（日）・19日（水）・
　  23日（日）・26日（水）・30日（日）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ  ☎0178-76-2001

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時~

9月14日（水）・28日（水）

泌尿器科 要予約
診療　13時~

9月12日（月）・20日（火）・26日（月）
10月4日（火）

耳鼻咽喉科 受付　15時まで
診療　14時～15時30分

毎週 月曜日・金曜日

9月9日は「救急の日」

会社員等は国民年金に併せ、厚生年金にも加入し
ていますが、農業者の年金は国民年金のみとなりま
す。農業者の方は、自分で厚生年金にあたる年金を
準備する必要があり、農業者には農業者年金があり
ます。
加入条件
　次に該当する方であれば、どなたでも加入できます。
▶国民年金第1号被保険者
▶年間60日以上農業に従事
▶20歳以上60歳未満
※年間60日以上農業に従事する60歳以上65歳未満の

国民年金の任意加入者も加入できます。
※農業者年金は支払った保険料の全額が社会保険料

控除の対象です。
問合せ　農業委員会事務局　☎0178-38-5972

老後の備えは農業者年金で

広報なんぶちょう 9月号 22
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▽　６月定例会の主な議案（24㌻～26㌻）
▽　議案に対する主な質疑（27㌻）
▽　一般質問
　⇒　新型コロナウイルス感染症への対策は。名久井農業高校への支援は。 

テレビ放送難視地区への対策は。（28㌻）
　⇒　中学校における少人数学級の実現を。（29㌻）
　⇒　町長公約に掲げた事業の概要と進捗は。（30㌻）
　⇒　最高裁上告に関する費用は。（31㌻）
　⇒　人口の推移予測に伴う行政の対応は。（32㌻）
　⇒　ヤングケアラーの現状と対策は。（33㌻）
　⇒　ＧＩＧＡスクール構想の現況と今後の構想は。 

コロナ禍における学校の対応は。（34㌻）
▽　７月臨時会の主な議案など（35㌻）

あ ら ま し

６月６日、向小学校６年生11人が６月定例会を傍聴しました。
質疑応答を繰り返して、
少しでもよい町にしてく
れていることが分かりま
した。　　　　　 留目樹

代表者が質問をしたり
提案したりしていたの
が分かった。

谷内晴

子どもたちのために一生
懸命考えてくれてると分
かった。

大向蓮音

１つのことに対して話し
合う時間が１時間という
ことを知り、意外でした。

大久保勇伍

議員の人が自分の意見を
言って、それを初めて見
て勉強になりました。

小笠原凰雅

迫力があったし、町民の
意見を取り入れて話をし
ていると知りました。

坂本陽彩

自分が出した意見を言っ
てもらえたとき、議会の
人々は楽しい生活を送れ
るようにしていると知り
ました。       根地戸琴美

町は税金で動いている
ということが分かりま
した。　　　　東龍太

1 つの質問を解決するだ
けでかなり時間がかか
り、難しく、それだけ住
民のための大切なことだ
と分かりました。

谷内葉菜

話の内容が難しかったけ
ど、みんなが住みやすい
町にしようとする思いは
分かりました。

佐々木明日香

社会で習ったように、議
長が指名した人じゃない
と主張ができないと分か
りました。とても良い経
験になりました。

三浦琉聖
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主な議案（第109回定例会）

第第
109109
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

一
般
質
問
の
論
点
を
明
確
に

一
般
質
問
の
論
点
を
明
確
に  

理
事
者
の
反
問
権
を
認
め
る

理
事
者
の
反
問
権
を
認
め
る

　
第
１
０
９
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

財
産
の
取
得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

■
南
部
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正

【
提
出
者
】

　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
委
員
長　
馬
場
又
彦

【
提
案
理
由
】

　
①
一
般
質
問
の
論
点
を
明

確
化
す
る
た
め
、
町
長
は

じ
め
理
事
者
に
対
し
、
反

問
権
を
与
え
る
。

　

②
請
願
書
の
提
出
時
に

求
め
て
い
た
押
印
を
見
直

し
、
署
名
ま
た
は
記
名
押

印
と
す
る
。

　
　
以
上
２
点
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

▽　

討
論
（
反
対
討
論
２

人
、
賛
成
討
論
３
人
）
を

行
い
、
採
決
を
実
施
。

▽　
議
員
15
人
（
議
長
を
除

く
）
に
よ
る
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

議
員
提
出

議
員
提
出

議　
　
案

議　
　
案

反
対
討
論

　
○
夏
堀
嘉
一
郎
議
員

　
　
開
か
れ
た
議
会
に
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と

な
く
議
場
内
カ
メ
ラ
を
活

用
し
、
町
民
へ
直
接
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
訴
え
て
き
た
。

　
　
反
問
権
は
開
か
れ
た
議

会
に
し
て
か
ら
議
論
す
る

テ
ー
マ
で
あ
る
。
ま
た
、

反
問
権
の
行
使
に
よ
り
、

一
般
質
問
の
時
間
が
制
約

さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
全

体
の
ル
ー
ル
が
曖
昧
で
あ

り
、
そ
の
曖
昧
な
部
分
を

議
長
の
裁
量
に
委
ね
て
し

ま
う
危
う
い
議
会
に
し
て

は
い
け
な
い
。

反
対
討
論

　
○
川
守
田
稔
議
員

　
　
反
問
権
の
導
入
に
は
議

会
独
自
の
ル
ー
ル
作
り
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
ル
ー

ル
は
会
議
規
則
に
規
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
良
好
な
関
係
だ
け
で
議

会
が
運
営
さ
れ
る
わ
け
で

主
な
議
案

66
月
３
日
～
６
月
８
日

月
３
日
～
６
月
８
日

は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て

は
議
長
が
恣
意
的
な
運
用

を
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
公
平

な
議
会
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
、
町
独

自
の
ル
ー
ル
を
規
定
し
た

会
議
規
則
の
改
正
を
再
提

出
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
○
松
本
啓
吾
議
員

　
　
町
民
か
ら
の
要
望
や
議

員
が
見
聞
き
し
た
こ
と
を

行
政
と
一
緒
に
変
え
て
い

き
た
い
と
思
い
、
一
般
質

問
し
て
い
る
。

　
　
一
般
質
問
を
実
り
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

理
事
者
側
へ
質
問
内
容
を

詳
細
に
伝
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
理

事
者
側
が
質
問
の
背
景
を

議
員
に
問
う
こ
と
が
で
き

る
反
問
権
は
必
要
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
○
中
舘
文
雄
議
員

　
　
反
問
権
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
質
問
趣
旨
な
ど
を

理
事
者
が
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
双
方
が
同
じ

論
点
・
焦
点
で
議
論
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
議
会
基
本
条
例
な
ど
の

議
会
改
革
全
体
を
検
討
し

た
上
で
反
問
権
を
認
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
る
が
、
質
問
時

間
な
ど
の
反
問
権
に
関
す

る
ル
ー
ル
を
決
め
採
用
す

る
こ
と
で
、
お
互
い
の
意

思
疎
通
が
と
れ
た
議
論
の

場
に
な
る
と
考
え
る
。

賛
成
討
論

　
○
久
保
利
樹
議
員

　
　
反
問
権
は
、
自
分
の
考

え
と
理
事
者
側
の
考
え
の

意
思
疎
通
を
図
る
た
め
、

理
事
者
側
が
一
般
質
問
の

意
図
な
ど
を
確
認
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
お
互
い
の
論
点
を
深
く

理
解
し
な
が
ら
一
般
質
問

す
る
こ
と
は
、
よ
り
良
い

議
論
に
つ
な
が
る
。

提案理由を説明する馬場又彦議会運営委員長提案理由を説明する馬場又彦議会運営委員長
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主な議案（第109回定例会）

■
南
部
町
地
方
活
力
向
上
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▼　
地
域
再
生
法
第
17
条
の

６
の
地
方
公
共
団
体
等
を

定
め
る
省
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
大
都
市
圏
か
ら

当
町
に
本
社
機
能
を
移
転

し
た
場
合
な
ど
に
固
定
資

産
税
を
軽
減
す
る
た
め
の

要
件
と
し
て
い
る
「
地
方

活
力
向
上
地
域
等
特
定
業

務
施
設
整
備
計
画
」
の
認

定
期
限
を
2
年
間
延
長
す

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
適
用
に
伴

う
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▼　
租
税
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例

が
引
用
し
て
い
る
租
税
特

別
措
置
法
の
条
項
の
ず
れ

を
整
理
す
る
た
め
、
所
要

条　
例

条　
例

■
南
部
町
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正

▼　
令
和
５
年
４
月
１
日
に

統
合
す
る
町
立
小
・
中
学

校
の
名
称
と
位
置
を
定
め

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
議
会
議
員
及
び
南

部
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼　

公
職
選
挙
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
選

挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
作
成

費
用
な
ど
の
公
費
負
担
の

上
限
額
を
同
施
行
令
に

な
ら
っ
て
引
き
上
げ
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▼　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
継
続
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
税
の
基
礎
課
税
額
（
医

療
費
分
）
の
被
保
険
者
に

係
る
均
等
割
額
を
、
令
和

3
年
度
に
引
き
続
き
1
万

円
引
き
下
げ
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▼　
地
方
税
法
な
ど
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
税
の
基
礎
課
税
額
に

係
る
限
度
額
な
ど
を
引
き

上
げ
た
ほ
か
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

た
被
保
険
者
の
国
民
健
康

保
険
税
を
昨
年
と
同
様
に

減
免
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

▼　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
被
保
険
者

な
ど
を
支
援
す
る
た
め
の

減
免
基
準
が
国
か
ら
示
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
昨
年

と
同
様
に
介
護
保
険
第
1

号
被
保
険
者
の
保
険
料
を

減
免
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

専
決
処
分

専
決
処
分

■
南
部
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▼　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
・

介
護
と
仕
事
の
両
立
支
援

制
度
の
活
用
に
関
す
る
指

針
が
人
事
院
か
ら
示
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
会
計
年

度
任
用
職
員
な
ど
が
育
児

休
業
な
ど
を
取
得
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
っ
た
「
引

き
続
き
在
職
し
た
期
間
が

１
年
以
上
」
と
い
う
要
件

を
廃
止
す
る
な
ど
、
育
児

休
業
な
ど
を
取
得
し
や
す

い
勤
務
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

　南部町議会会議規則の一部改正により、令和
４年９月定例会から、理事者の反問権が認めら
れました。
　反問権とは、議長の許可により、理事者が議
員に対し、質問の背景や根拠などを問うことが
できるものです。従来、議員からの質問に対し、
理事者は答弁を行うのみでしたが、反対に質問
することができるようになり、論点・争点が明
確化し、議論が深まることが期待されます。
　南部町議会では、一般質問でのみ反問権を認
めることとしています。

一般質問での理事者の反問権を認める
　請願書・陳情書における押印の見直しを行い、
これまで提出時に求めていた押印を、署名（自書）
の際は押印不要とするよう、南部町議会会議規
則の一部を改正しました。
　町政に対する要望
など、どなたでも請
願書や陳情書を提出
することができます。
　提出する際は、必
要事項を記入し、議
会事務局までご持参
ください。

問合せ　議会事務局　☎0178-38-5971

請願書・陳情書提出時の押印の見直し

請願書の記載例請願書の記載例

町長や課長など、執行機関の説明者として本会議や委
員会に出席する人のこと。

※理事者とは
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主な議案（第109回定例会）
↙
専
決
処
分
の
つ
づ
き

■
南
部
町
町
税
条
例
等
の
一

部
改
正

▼　
地
方
税
法
な
ど
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
特
例
の
期
限
を

令
和
７
年
度
末
ま
で
３
年

間
延
長
す
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

３
２
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
億
８
３
６
２
万

円
と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼　

国
民
健
康
保
険
税
の

減
額
に
伴
い
、
減
額
分
を

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
で

補
て
ん
す
る
た
め
予
算
を

組
み
換
え
、
傷
病
手
当
金

分
に
対
応
す
る
た
め
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
30
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

22
億
８
０
５
３
万
３
千
円

と
し
た
。

■
財
産
の
取
得
（
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

▽　
名
川
第
10
分
団
（
斗
賀

地
区
）
の
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
更
新
す
る

た
め
、
購
入
す
る
も
の
。

　
　

購
入
す
る
車
両
は
、 

車
種
は
水
‐
Ⅱ
型
（
２
０ 

０
０
㍑
水
槽
付
ポ
ン
プ
自

動
車
）、
納
入
期
限
は
令

和
５
年
３
月
24
日
。

【
売
買
代
金
】

　
５
５
３
３
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
互
光
産
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役　
梅
内
利
哉

■
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
」
の
採
択
を

求
め
る
陳
情
書

【
提
出
者
】

　
青
森
県
労
働
組
合
総
連
合

　
議
長　
奥
村
榮

【
趣
旨
】

　
　
日
本
の
最
低
賃
金
は
都

道
府
県
ご
と
に
決
め
ら
れ

て
い
る
が
、
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
す
る
上
で
必

要
な
生
計
費
は
、
地
域
に

よ
る
大
き
な
格
差
は
な
い

契　
約

契　
約

と
さ
れ
て
い
る
。
最
低
賃

金
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

は
、
政
府
に
よ
る
中
小
・

零
細
企
業
支
援
が
必
要
で

あ
り
、
施
策
の
拡
充
と
財

政
出
動
が
求
め
れ
る
。

　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
最

低
賃
金
引
き
上
げ
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
を
国
に
対
し
て

提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽　
最
低
賃
金
の
段
階
的
な

引
き
上
げ
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
引
き
上
げ
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、
政

府
が
中
小
企
業
に
対
し
て

支
援
策
の
拡
充
を
講
じ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
し
て

「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と

審
査
結
果
を
報
告
。

▽　
本
会
議
に
お
い
て
、
委

員
会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
、
全
会
一
致
で
「
採
択
」

と
し
、
国
に
対
す
る
意
見

書
を
送
付
し
た
。

予　
算

予　
算

陳　
情

陳　
情

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▼　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
３
億
３
０
０
５
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
６
億
１
４
９
１
万 

４
千
円
と
し
た
。（
主
な

内
容
は
下
表
の
と
お
り
）

■
令
和
４
年
度
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼　

食
材
な
ど
の
価
格
高

騰
に
対
応
す
る
た
め
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に

マイナンバーカード普及促進事業　8564万3,000円
マイナンバーカードの取得率向上を目指し、マイナ
ンバーカード取得者に商品券5,000円分を贈呈する。

特別プレミアム商品券発行　8424万9,000円
5000円の商品券に2500円を上乗せした「特別プレ
ミアム商品券」を販売する。

事業者持続化支援金　2400万円
コロナ禍で売上が減少した事業者に、減少した売上
額の２分の１（上限20万円）を交付する。

販売促進事業費補助金　750万円
チラシの作成など、事業者が行う販売促進対策に係
る経費の５分の３（上限30万円）を補助する。

※各事業の詳細は、町ホームページでご確認ください。※各事業の詳細は、町ホームページでご確認ください。

〇：賛成　×：反対　除：除斥〇：賛成　×：反対　除：除斥
議長は採決に加わりません。議長は採決に加わりません。第109回定例会　賛否が分かれた議案第109回定例会　賛否が分かれた議案

議　案　名

審
議
の
結
果

工

藤

愛

松
本
啓
吾

久
保
利
樹

夏
堀
嘉
一
郎

坂
本
典
男

滝

田

勉

西
野
耕
太
郎

山
田
賢
司

八
木
田
憲
司

中
舘
文
雄

工
藤
正
孝

夏
堀
文
孝

沼
畑
俊
一

根

市

勲

馬
場
又
彦

川
守
田
稔

発委第２号
南部町議会会議規則の一部改正 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 ×

令和４年度一般会計補正予算の主な内容
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議案に対する主な質疑
■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】　

販
売
促
進
事
業
費

補
助
金
の
内
容
は
。

八
木
田
憲
司　
議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　
町
内
に
事
業
所
が
あ
る

小
規
模
事
業
者
や
中
小
企

業
を
対
象
に
、
チ
ラ
シ
の

作
成
や
新
聞
の
折
込
広
告

な
ど
の
費
用
に
対
す
る
補

助
金
や
、
な
ん
ぶ
ち
ぇ
り

バ
ス
で
使
用
で
き
る
「
ハ

チ
カ
」
に
対
応
し
た
電
子

決
済
シ
ス
テ
ム
の
導
入
経

費
に
対
す
る
補
助
金
を
交

付
す
る
も
の
。

　
　
補
助
率
は
、
対
象
経
費

の
６
割
（
上
限
30
万
円
）

を
予
定
し
て
い
る
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】　

聖
寿
寺
館
跡
の
発

掘
調
査
成
果
な
ど
を
展
示

す
る
（
仮
称
）
展
示
収
蔵

施
設
の
計
画
を
見
直
す
と

い
う
こ
と
だ
が
、
見
直
し

の
内
容
は
。

中
舘
文
雄　
議
員

【
町
長
答
弁
】

　
　
県
や
有
識
者
と
展
示
収

蔵
施
設
を
検
討
し
て
い
く

中
、
町
の
構
想
と
関
係
者

の
考
え
を
整
理
し
、
時
間

を
か
け
検
討
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
計
画
を
見

直
し
す
る
。

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　

建
物
の
劣
化
状
況
の

調
査
や
関
係
法
令
の
整
備

の
た
め
、
当
初
の
計
画
を

見
直
し
、
令
和
７
年
度
完

成
を
予
定
し
て
い
る
。
場

所
は
、
当
初
の
計
画
ど
お

り
、
南
部
支
所
を
改
修
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】　

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

の
建
設
場
所
は
。

工
藤
愛　
議
員

【
建
設
長
答
弁
】

　
　
①
馬
淵
川
親
水
公
園
の

一
角
②
南
部
町
営
卸
売
市

場
の
西
側
③
役
場
庁
舎
前

の
町
民
広
場
の
３
カ
所
を

予
定
し
て
い
る
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】　

農
畜
産
業
者
労
働

力
支
援
事
業
の
内
容
は
。

西
野
耕
太
郎　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
購

入
費
用
に
対
し
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
、
補
助

率
は
対
象
者
に
よ
り
異
な

り
、
最
大
で
購
入
費
用
の

８
割
以
内（
上
限
16
万
円
）

を
予
定
し
て
い
る
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】　

農
畜
産
業
者
労
働

力
支
援
事
業
は
、
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
購
入
数
に
制
限

を
設
け
る
の
か
。

山
田
賢
司　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
購
入
数
は
①
農
畜
産
業

を
営
む
方
は
１
着
②
専
従

者
の
方
１
人
に
つ
き
１
着

（
計
２
着
ま
で
）
③
農
畜

産
業
を
営
む
方
か
ら
給
与

が
支
払
わ
れ
て
い
る
方
は

１
着
と
上
限
を
設
け
る
予

定
と
し
て
い
る
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】　

学
校
給
食
と
し
て

提
供
さ
れ
て
い
る
南
部
町

産
の
食
材
の
割
合
は
。
ま

た
、
仕
入
れ
の
方
法
は
。

久
保
利
樹　
議
員

【
学
務
課
長
答
弁
】

　
　

学
校
給
食
で
は
、
南

部
町
産
食
材
を
11
・
69
％

（
食
材
購
入
費
ベ
ー
ス
）

使
用
し
て
い
る
。
仕
入
れ

は
、
見
積
徴
取
に
よ
り
業

者
を
決
定
し
て
い
る
。

■
令
和
４
年
度
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

【
問
】　

何
人
分
の
給
食
を

提
供
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
小
麦
な
ど
の
高
騰
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
米
粉

を
使
用
す
る
な
ど
対
応
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

工
藤
正
孝　
議
員

【
学
務
課
長
答
弁
】

　
　
小
学
校
７
４
８
人
分
、

中
学
校
４
０
３
人
分
、
給

食
セ
ン
タ
ー
職
員
20
人
分

を
合
わ
せ
合
計
１
１
７
１

人
分
を
提
供
し
て
い
る
。

　
　
米
粉
を
使
っ
た
給
食
に

つ
い
て
給
食
セ
ン
タ
ー
と

相
談
し
進
め
て
い
き
た
い
。スペシャル給食メニュー「がんばる丼」スペシャル給食メニュー「がんばる丼」

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
と
は

　
空
気
圧
な
ど
を
使
用
し
た

人
口
筋
肉
に
よ
る
ア
シ
ス

ト
で
、
重
量
物
の
持
ち
上

げ
・
下
げ
時
に
腰
や
腕
に

か
か
る
負
荷
を
軽
減
す
る

も
の
。

▲全国のSuicaエリア▲全国のSuicaエリア
でも使える交通系でも使える交通系
ICカード「ハチカ」ICカード「ハチカ」

▲ 聖 寿 寺 館 跡 か ら 出 土 ▲ 聖 寿 寺 館 跡 か ら 出 土 
した「向鶴」が施されたした「向鶴」が施された
刀装具刀装具

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会
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一  般  質  問

中 舘 文 雄 議 員

質　
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
国
や
県
の
方
針
に
基
づ

い
た
新
生
活
様
式
の
徹
底

や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
に

努
め
て
い
る
が
、
地
域
の
活

動
や
各
産
業
に
ま
で
大
き
な

影
響
が
出
て
い
る
。
感
染
拡

大
防
止
対
策
の
現
状
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
や
３

回
目
接
種
者
の
状
況
と
今
後

の
対
策
は
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
地

域
経
済
の
再
生
策
と
町
独
自

の
支
援
策
、
経
済
対
策
は
。

③
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
た
な
町

の
活
性
化
対
策
は
。

町
長
答
弁　
①
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
は
、
１
回
目
91
％
、
２

回
目
90
・
３
％
、
３
回
目

78
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
若
年
層
へ
の
接

種
を
進
め
て
い
く
た
め
、
夏

休
み
期
間
中
に
接
種
日
を
設

け
る
な
ど
、
接
種
率
の
向
上

を
目
指
し
て
い
く
。

②
令
和
２
年
度
か
ら
５
千
円

の
商
品
券
に
額
面
50
％
を
上

乗
せ
し
た
「
特
別
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
」
の
販
売
や
、
売

上
げ
が
減
少
し
た
事
業
者
に

対
す
る
「
事
業
者
持
続
化
支

援
金
」
の
交
付
な
ど
、「
今

困
っ
て
い
る
人
を
、
今
す
ぐ

支
援
す
る
」
各
種
の
経
済
支

援
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

　
引
き
続
き
支
援
対
策
を
実

施
す
る
ほ
か
、
新
た
な
支
援

策
と
し
て
、
商
工
業
業
者
の

広
告
費
な
ど
の
経
費
を
助
成

す
る
「
販
売
促
進
事
業
費
補

助
金
」
を
創
設
す
る
な
ど
、

多
方
面
か
ら
の
経
済
支
援
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

③
農
作
業
の
省
力
化
の
た
め

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
整
備
へ
の

助
成
や
、
学
校
や
公
共
施
設

で
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
、

自
費
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費

用
な
ど
の
半
額
助
成
を
行

う
。
国
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
つ
つ
町
の
産
業
構
造
や
経

済
活
動
状
況
な
ど
を
注
視

し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
た
施
策
を
講
じ

て
い
く
。

す
る
「
名
久
井
農
業
高
等
学

校
み
ら
い
人
材
育
成
事
業
」

の
継
続
や
、
新
た
に
、
町
職

員
の
ド
ロ
ー
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
派
遣
な
ど
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
高
校
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
数
々
の
受
賞
歴
を
誇
る

名
久
井
農
業
高
校
の
一
層
の

魅
力
化
を
図
り
つ
つ
、
地
方

の
高
校
へ
の
進
学
を
希
望
す

る
生
徒
や
そ
の
保
護
者
と
学

校
と
の
出
会
い
の
場
を
提
供

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
「
地
域
み
ら
い
留
学
」

で
の
効
果
的
な
情
報
発
信

や
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

へ
の
支
援
も
計
画
し
て
い
る
。

答答
引き続き経済支援対策を実施するほか、引き続き経済支援対策を実施するほか、
新たな支援策を講じていく新たな支援策を講じていく

名
久
井
農
業
高

名
久
井
農
業
高

校
へ
の
支
援
は

校
へ
の
支
援
は

問問

問問 新型コロナウイルス感染症への対策は新型コロナウイルス感染症への対策は

全
国
募
集
に
あ

全
国
募
集
に
あ

た
り
町
独
自
の
支
援

た
り
町
独
自
の
支
援

を
実
施
す
る

を
実
施
す
る

答答質　
問　
令
和
５
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
る
名
久
井
農
業
高

等
学
校
の
生
徒
全
国
募
集
に

つ
い
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
全
国
募
集
に
対
す
る
具
体

的
な
支
援
方
法
は
。

②
名
久
井
農
業
高
校
へ
の
支

援
と
対
策
は
。

町
長
答
弁　
①
町
の
支
援
計

画
は
左
表
の
と
お
り
。

②
研
究
・
実
験
活
動
を
支
援

テ
レ
ビ
放
送
難

テ
レ
ビ
放
送
難

視
地
区
へ
の
対
策
は

視
地
区
へ
の
対
策
は

問問

大
規
模
な
修
繕

大
規
模
な
修
繕

な
ど
の
場
合
は
個
別

な
ど
の
場
合
は
個
別

に
対
応
し
て
い
く

に
対
応
し
て
い
く

答答質　
問　
テ
レ
ビ
放
送
難
視

地
区
の
現
状
に
つ
い
て
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
各
団
体
の
運
営
方
法
、
施

設
の
維
持
管
理
や
補
修
の
た

め
の
費
用
の
調
査
結
果
は
。

②
今
後
の
対
策
は
。

町
長
答
弁　
①
町
内
の
共
同

受
信
組
合
で
は
２
５
０
０
円

か
ら
６
０
０
０
円
の
年
会
費

を
集
め
、
共
架
料
や
電
気
料

な
ど
の
支
払
い
に
充
て
て
い

る
。
共
同
受
信
施
設
の
維
持

や
修
繕
に
係
る
経
費
は
、
各

組
合
で
対
応
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。

②
施
設
の
大
規
模
な
修
繕
や

更
新
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
施
設
や
組
合
の
規
模
な

ど
に
応
じ
、
個
別
に
対
応
し

た
い
。

１．下宿費用の助成
下宿費用に対し、１万円を助成

２．医療費の助成
当町に住民登録をすることを条
件に、医療費の全額を助成

３．帰省時の交通費の助成
交通費の２分の１を助成（年４回）

４．保護者の宿泊費の助成
保護者が町内宿泊施設を利用し
た場合、４人泊分を上限に助成

５．奨学金の貸与
出身地の自治体に奨学金制度が
ない場合、奨学金を貸与

問合せ  学務課  ☎0178-38-5968

全国募集に対する町の支援計画



広報なんぶちょう 月号29 9

ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！
質　
問　
公
立
義
務
教
育
諸

学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職

員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法

律
が
一
部
改
正
さ
れ
、
小
学

校
の
学
級
編
制
を
35
人
に
段

階
的
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
本
改
正

で
は
中
学
校
は
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
が
１

人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
用
す
る
た
め
、
机
は
大
き

く
な
り
、
教
室
は
さ
ら
に
手

狭
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
へ
の

対
応
と
し
て
密
を
避
け
る
こ

と
も
必
要
に
な
る
。

　
秋
田
県
で
は
、
学
級
編
制

の
標
準
人
数
を
30
人
と
し
、

小
中
学
校
全
学
年
に
少
人
数

学
級
を
実
現
し
た
。
全
国
学

力
・
学
習
調
査
結
果
で
は
、

秋
田
県
は
小
中
学
校
共
に
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を

残
し
て
い
る
。
少
人
数
学
級

の
実
現
は
学
力
向
上
に
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
望
め
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

当
町
で
も
少
人
数
学
級
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
町
独
自
の
助
成
に
よ
り
、

町
内
中
学
校
に
お
け
る
学
級

編
制
の
標
準
人
数
を
30
人
程

度
に
す
る
考
え
は
。

②
学
級
編
制
の
際
、
教
員
１

人
を
加
配
す
る
予
算
は
。

教
育
長
答
弁　
①
県
が
定
め

る
学
級
編
制
の
基
準
で
は
、

中
学
校
１
学
級
の
生
徒
数
を

40
人
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
が
独

自
に
実
施
す
る
弾
力
的
な
学

級
編
制
に
よ
り
、
小
学
校
全

中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級
の
実
現
を

中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級
の
実
現
を

少
人
数
学
級
の
推
進
は
難
し
い
が
、
県
教
育
委

少
人
数
学
級
の
推
進
は
難
し
い
が
、
県
教
育
委

員
会
に
対
し
教
員
の
加
配
を
要
望
し
て
い
く

員
会
に
対
し
教
員
の
加
配
を
要
望
し
て
い
く

進
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
各
中
学
校
に
は
、
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
生
徒
支

援
を
担
う
教
職
員
が
加
配
さ

れ
て
い
る
が
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
と
働
き
方
改
革
を
進

め
る
た
め
、
県
教
育
委
員
会

に
対
し
さ
ら
な
る
教
員
の
加

配
を
強
く
要
望
し
、
複
数
教

員
に
よ
る
学
習
指
導
な
ど
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
次
代
を

担
う
児
童
・
生
徒
の
教
育
環

境
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

②
県
内
で
独
自
に
教
職
員
を

雇
用
し
て
い
る
の
は
、
六
ヶ

所
村
と
東
通
村
の
み
で
あ

る
。
六
ヶ
所
村
で
は
８
人
、

東
通
村
で
は
９
人
を
採
用

し
、
県
の
教
職
員
と
同
様

に
、
年
額
７
０
０
万
円
程
度

の
人
件
費
が
か
か
っ
て
い

る
。
ま
た
、
研
修
費
も
村
が

負
担
し
て
い
る
。

問問答答

八木田憲司 議員

学
年
と
中
学
校
１
学
年
を
対

象
に
、
学
年
２
学
級
以
上
の

場
合
の
み
、
１
学
級
当
た
り

の
児
童
・
生
徒
数
を
33
人
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
市
町
村
教
育
委
員
会
が
、

県
の
基
準
に
よ
ら
な
い
学
級

編
制
を
す
る
要
件
は
「
単
に

少
人
数
学
級
に
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
学
習
指
導
や
生
徒

指
導
等
の
状
況
に
課
題
が
あ

り
、
そ
の
状
況
を
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
理
由

が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
、

学
級
編
制
に
よ
り
増
加
す
る

授
業
時
数
は
、
市
町
村
が
措

置
す
る
教
員
に
よ
り
対
応
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
福
地
中
学
校
２
学

年
は
生
徒
数
40
人
の
１
学
級

編
成
だ
が
、
理
科
や
英
語
な

ど
の
教
科
は
、
20
人
ず
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
授
業
を

行
う
な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て

い
る
。
令
和
５
年
以
降
も
グ

ル
ー
プ
分
け
に
よ
る
授
業
体

系
を
継
続
し
、
現
段
階
で

は
、
町
独
自
の
助
成
に
よ
る

30
人
程
度
の
学
級
編
制
の
推

１学年 ２学年 ３学年 合計
福地中学校 39人 39人 43人 121人１学級 １学級 ２学級
名川中学校 45人 43人 52人 140人２学級 ２学級 ２学級
南部中学校 23人 23人 25人 71人１学級 １学級 １学級

令和５年度 中学校統合後における生徒数と学級数の見込み

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

　
特
定
の
教
科
で
、
学
級
の

子
ど
も
た
ち
の
状
況
に
応

じ
、
複
数
の
先
生
が
児
童
・

生
徒
の
指
導
を
行
う
方
式
。

※学級数の見込みは特別支援学級を除いた学級数。※学級数の見込みは特別支援学級を除いた学級数。

中学校の授業風景の様子中学校の授業風景の様子
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一  般  質  問

工 藤 愛 議 員

質　
問　
町
民
か
ら
の
関
心

が
高
い
町
長
の
公
約
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
「
特
色
あ
る
観
光
の
振

興
」
の
概
要
と
進
捗
は
。

②
「
ペ
ッ
ト
火
葬
場
の
整
備

（
広
域
）」の
概
要
と
進
捗
は
。

町
長
答
弁　
感
染
症
対
策
を

万
全
に
施
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前

と
同
様
の
内
容
で
、
令
和
３

年
11
月
に
「
第
５
回
あ
お
も

り
鍋
自
慢
」
を
開
催
。
令
和

４
年
５
月
に
は
「
南
部
町
春

ま
つ
り
」、「
ぼ
た
ん
ま
つ

り
」、「
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー

バ
ー
Ｚ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
、
い
ず
れ
も
多
く
の

来
場
者
が
あ
っ
た
。

　
引
き
続
き
感
染
症
対
策
に

配
慮
し
、
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
推
奨
し
て
い
く
こ
と

で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
は
十
分
に
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

①
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
生
活
様
式
や
余
暇
活

動
は
大
き
く
変
化
し
、
観
光

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
「
三
密

が
避
け
ら
れ
る
衛
生
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
」、「
身
体

的
距
離
の
確
保
が
取
れ
る
」、

「
少
人
数
で
楽
し
め
る
」、「
近

距
離
で
比
較
的
短
い
時
間
や

日
程
で
も
楽
し
め
る
」
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

予
防
対
策
が
加
わ
り
、
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
当
町
を
訪
れ
た
お
客
さ
ま

が
「
何
を
求
め
て
い
る
か
」

を
感
じ
、
考
え
、
訪
れ
た
お

客
さ
ま
の
想
像
や
期
待
以
上

の
も
の
を
提
供
す
る
こ
と

が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
期
か
ら

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
期
で
の
特

色
あ
る
観
光
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

　
「
達
者
村
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
」
を
踏
襲
し
、

「
自
然
」、「
食
」、「
歴
史
」、

「
文
化
」
な
ど
、
当
町
の
付

加
価
値
や
希
少
価
値
を
生
か

し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
次

世
代
へ
と
受
け
継
い
で
い
く

施
策
や
、
北
東
北
地
域
・
県

内
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
な
ど
、
当
町
を
訪
れ

る
契
機
づ
く
り
に
も
注
力
し

て
い
く
。

　
観
光
戦
略
は
、
観
光
関
係

機
関
や
団
体
だ
け
で
な
く
、

町
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
者
の

皆
さ
ま
の
活
力
や
行
動
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る
活
力

や
行
動
力
を
い
ち
早
く
回
復

さ
せ
、「
み
ん
な
が
つ
な
が

り
達
者
に
暮
ら
す
笑
顔
あ
ふ

れ
る
町　
南
部
町
」
を
実
現

す
る
た
め
、
積
極
的
に
観
光

施
策
を
講
じ
て
い
く
。

②
ペ
ッ
ト
火
葬
場
は
、
延
床

面
積
が
約
42
平
方
メ
ー
ト

ル
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
平
屋
建
て
で
、
施
設
内
に

炉
室
・
前
室
・
倉
庫
・
オ
イ

ル
タ
ン
ク
置
場
、
冷
凍
冷
蔵

庫
置
場
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
進
捗
状
況
は
、
令
和
４
年

３
月
に
基
本
・
実
施
設
計
を

完
了
し
て
お
り
、
令
和
４
年

６
月
20
日
に
入
札
を
行
い
、

建
設
業
者
を
決
定
す
る
。
令

和
５
年
２
月
頃
の
完
成
を
予

定
し
て
お
り
、
令
和
５
年
４

月
ま
で
に
は
運
用
を
開
始
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
運
用
方
法
や
使
用
料
は
、

三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
で
審
議
を
行
い
、
決
定
さ

れ
次
第
、
周
知
し
て
い
く
。

多様化するニーズに対応した観光施策を多様化するニーズに対応した観光施策を
積極的に講じていく積極的に講じていく

問問 町長公約に掲げた事業の概要と進捗は町長公約に掲げた事業の概要と進捗は

答答

第５回あおもり鍋自慢の様子第５回あおもり鍋自慢の様子

葬祭場の敷地内にペット火葬場を建設する葬祭場の敷地内にペット火葬場を建設する
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

川 守 田 稔 議 員

最
高
裁
上
告
に
関
す
る
費
用
は

最
高
裁
上
告
に
関
す
る
費
用
は

１
審
と
２
審
に
約
１
５
６
万
円
を
要
し
、
今
後

１
審
と
２
審
に
約
１
５
６
万
円
を
要
し
、
今
後

の
費
用
は
最
高
裁
判
所
の
判
決
内
容
に
よ
る

の
費
用
は
最
高
裁
判
所
の
判
決
内
容
に
よ
る

問問答答
質　
問　
当
町
に
係
る
損
害

賠
償
訴
訟
や
最
高
裁
上
告
に

係
る
臨
時
議
会
開
催
の
た
め

の
費
用
な
ど
に
つ
い
て
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
本
訴
訟
の
対
応
を
県
町
村

会
の
顧
問
弁
護
士
に
依
頼
せ

ず
、
弁
護
士
法
人
た
い
よ
う

総
合
法
律
経
済
事
務
所
に
依

頼
し
た
理
由
は
。

②
最
高
裁
上
告
に
際
し
、
そ

れ
ま
で
６
人
体
制
で
あ
っ
た

弁
護
団
が
、
小
西
弁
護
士
１

人
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

上
告
理
由
書
お
よ
び
上
告
受

理
申
立
理
由
書
の
提
出
に

至
っ
て
は
、
大
澤
弁
護
士
、

小
西
弁
護
士
の
２
名
で
臨
む

よ
う
で
あ
る
が
、
ど
う
い
っ

た
理
由
か
。

　
仙
台
高
裁
に
よ
る
判
決
に

よ
れ
ば
、
町
議
会
の
議
決
権

の
乱
用
に
よ
る
民
間
業
者
に

対
す
る
不
法
行
為
の
形
成
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
様
の

事
案
で
泣
き
寝
入
り
し
て
い

た
方
々
に
と
っ
て
は
、
朗
報

か
も
し
れ
な
い
が
、
町
民
に

と
っ
て
は
誠
に
不
名
誉
な
こ

と
で
あ
る
。
私
は
、
当
議
会

の
一
議
会
人
と
し
て
、
た
い

よ
う
総
合
法
律
経
済
事
務
所

の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

③
第
１
審
、
第
２
審
ま
で
に

か
か
っ
た
弁
護
士
費
用
、
交

通
費
、
印
紙
代
な
ど
の
費
用

は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
第
３

審
に
係
る
費
用
は
。

④
第
１
審
か
ら
第
３
審
ま
で

に
係
る
予
算
は
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
計
上
さ
れ
、
執
行

さ
れ
た
の
か
。

⑤
令
和
４
年
３
月
30
日
開
催

の
臨
時
議
会
は
、
数
日
前
に

開
催
が
決
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
当
該
臨
時
議
会
に
係
る

補
正
予
算
案
を
同
時
に
提

出
、
審
議
、
決
議
を
行
う
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
。

町
長
答
弁　
①
本
件
は
１
審

か
ら
３
審
ま
で
弁
護
士
法
人

た
い
よ
う
総
合
法
律
経
済
事

務
所
に
委
託
し
て
い
る
。

　
県
町
村
会
の
顧
問
弁
護
士

は
、
町
村
会
お
よ
び
町
村
の

法
律
相
談
な
ど
に
対
処
す
る

た
め
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
市

町
村
の
訴
訟
対
応
は
行
っ
て

い
な
い
。

　
弁
護
士
法
人
た
い
よ
う
総

合
法
律
経
済
事
務
所
は
町
の

考
え
・
意
思
を
最
も
理
解
し

訴
訟
対
応
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
、
訴
訟
代
理
人

弁
護
士
と
し
て
１
審
、
２
審

に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
３
審
も
委
託
し
た
。

②
１
審
、
２
審
と
同
様
、
５

人
体
制
か
ら
変
更
は
な
い
。

③
１
審
、
２
審
ま
で
に
要
し

た
費
用
は
、
弁
護
士
費
用
が

１
審
１
１
０
万
円
、
２
審

44
万
円
、
弁
護
士
の
交
通
費

が
１
万
８
８
８
０
円
、
郵

便
料
84
円
、
電
話
料
が
推

定
約
２
千
円
で
、
合
計
約

１
５
６
万
円
で
あ
る
。

　

３
審
の
費
用
は
、
臨
時

議
会
開
催
に
よ
る
議
員
の

費
用
弁
償
が
全
員
分
で

３
万
３
９
２
５
円
、
上
告
に

必
要
な
印
紙
代
が
２
万
６
千

円
、
郵
便
料
が
６
１
２
０

円
、
交
通
費
が
概
算
で
約

６
万
円
で
合
計
約
13
万
円
で

あ
る
。
こ
れ
に
弁
護
士
費
用

が
加
わ
る
が
、
判
決
内
容
に

よ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
算

出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

④
１
審
の
弁
護
士
費
用
は
令

和
２
年
１
月
24
日
に
、
２
審

の
弁
護
士
費
用
は
令
和
３
年

５
月
21
日
に
支
出
し
て
い

る
。
緊
急
の
対
応
で
も
あ

り
、
地
方
自
治
法
の
財
務
事

務
を
参
考
に
問
題
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
予
算
残
か
ら

執
行
し
た
。
弁
護
士
の
交
通

費
な
ど
は
事
件
の
処
理
が
終

了
し
た
と
き
に
清
算
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

⑤
臨
時
議
会
の
招
集
は
、
令

和
３
年
度
に
４
回
あ
り
、
例

年
の
開
催
実
績
か
ら
、
当
初

予
算
の
段
階
で
臨
時
議
会
の

招
集
を
想
定
し
た
予
算
要
求

を
し
て
い
る
。

月
これまでの主な経緯（●は議会関係）

①の落札業者である「株式会社夏堀組」
と仮契約を締結

中央公民館他解体工事（①）入札執行

●第82回南部町議会定例会
　①の工事請負契約の締結を否決

●第83回南部町議会臨時会
　②の工事請負契約の締結を可決
損害賠償請求が提訴される。
　原告：株式会社夏堀組
　被告：南部町
　請求額：２８１０万６２０円
第１審判決

・原告[株式会社夏堀組]の請求を棄
却する。

第２審判決
・被控訴人[南部町]は、控訴人[株

式 会 社 夏 堀 組 ] に 対 し、152万
7,832円及び令和２年１月９日か
ら支払済みまで年５分の割合によ
る金員を支払え。

・控訴人のその余の請求を棄却する。
・訴訟費用は、第１、２審査を通じ

て、これを10分し、その１を被控
訴人の、その余を控訴人の各負担
とする。

●第108回南部町議会臨時会
最高裁へ上告および上告受理申し立
てすることについて可決

中央公民館他解体工事（②）入札執行
②の落札業者である「株式会社大山建
工」と仮契約を締結

８

９

１

10

H30

３

３

Ｒ２

R３

R４

年 経過概要
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一  般  質  問

根 市 勲 議 員

行政サービス全般への対応だけでなく、行政サービス全般への対応だけでなく、
災害などにも適時・適切に対応していく災害などにも適時・適切に対応していく

問問 人口の推移予測に伴う行政の対応は人口の推移予測に伴う行政の対応は

答答

質　
問　
人
口
減
少
は
、
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
就

農
者
の
減
少
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
の
増
加
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
農
業

従
事
者
の
確
保
や
、
農
業
へ

の
新
た
な
参
入
者
の
増
加

策
、
付
加
価
値
向
上
の
た
め

の
６
次
産
業
化
な
ど
、
行

政
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
に
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
現
在
か
ら
20
年
後
ま
で
、

５
年
ご
と
の
人
口
予
測
は
。

②
農
業
に
つ
い
て

⑴
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
応
は
。

⑵
農
業
従
事
者
の
確
保
と
後

継
者
、
新
規
就
業
者
、
参
入

者
対
策
と
６
次
産
業
化
へ
の

対
応
は
。

⑶
土
地
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
現
状
の
規
制
・
制
約
で

見
直
す
べ
き
も
の
、
導
入
す

べ
き
も
の
は
。

③
人
口
減
少
が
さ
ら
に
進
ん

だ
場
合
、
歳
入
の
確
保
や
教

育
行
政
の
施
策
な
ど
、
町
政

運
営
上
の
対
応
は
。

町
長
答
弁　
①
人
口
予
測
は

上
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
。

②
⑴
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
の
強
化
を
図
る
た
め
、
農

業
委
員
会
で
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
や
農
地
の
利
用
意
向
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携

し
、
新
た
な
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
を
図
っ
て
い
く
。

⑵
農
業
従
事
者
を
確
保
す
る

た
め
、
特
定
地
域
づ
く
り
協

同
組
合
「
人
材
サ
ポ
ー
ト
な

ん
ぶ
協
同
組
合
」
で
は
、
組

合
員
で
あ
る
農
家
へ
農
作
業

員
を
派
遣
し
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
、
特
定
技
能
外
国
人
の

受
け
入
れ
や
、
町
内
の
福
祉

事
業
所
か
ら
農
家
へ
の
労
働

力
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
農
業
へ
新
規
参
入
す
る
た

め
に
は
、
農
地
の
確
保
や
農

業
用
機
械
・
施
設
の
整
備
が

不
可
欠
で
あ
り
、
農
業
委
員

会
や
農
地
中
間
管
理
機
構
の

事
業
の
活
用
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
国
庫
補
助
事
業
な

ど
の
情
報
提
供
や
支
援
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
６
次
産
業
化
の
要
望
や
問

合
せ
が
あ
っ
た
場
合
は
、
青

森
県
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
有
効
活
用
い
た

だ
く
な
ど
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
実
現
に
向
け
た

方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

⑶
農
地
を
別
の
目
的
と
し
て

利
用
す
る
申
請
が
提
出
さ
れ

た
場
合
は
、
関
係
機
関
か
ら

意
見
聴
取
し
、
保
全
す
べ
き

農
用
地
と
転
用
可
能
な
農
用

地
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
し

て
い
る
。
町
の
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
は
、
農
地
の
利

活
用
に
お
い
て
実
情
に
合
わ

な
い
場
所
も
あ
る
た
め
、
今

後
、
町
内
全
体
を
対
象
に
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
。

③
若
い
世
代
の
移
住
対
策
の

促
進
、
地
場
産
業
や
企
業
誘

致
対
策
に
よ
る
雇
用
の
場
の

確
保
な
ど
に
よ
り
税
収
を
確

保
す
る
ほ
か
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
活
用
や
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
も

検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
教
育
行
政
に
も
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
将
来
的
に
さ
ら
な
る
学

校
統
合
を
行
う
場
合
は
、
通

学
手
段
の
確
保
や
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
も
想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
へ

の
対
応
も
必
要
に
な
る
。

　
人
口
減
少
に
伴
う
影
響
は

税
収
や
教
育
部
門
だ
け
で
な

く
、
健
康
・
医
療
・
福
祉
・

産
業
・
土
木
・
防
災
な
ど
行

政
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
こ
れ
ら
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、

大
規
模
な
気
象
災
害
や
感
染

症
拡
大
へ
の
対
応
、
さ
ら
に

は
国
際
的
な
事
件
に
伴
う
日

本
へ
の
影
響
な
ど
に
も
適

時
・
適
切
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
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2,174 1,890 1,735 1,669 1,641

65 歳以上
20 歳～ 65 歳未満
20 歳未満

2040 年2035 年2030 年2025 年2020 年

（人）

11,861 人

16,809 人

国勢調査人口を基にした人口予測（2020 年から 2040 年）

2020年の国勢調査人口か
ら、20年で4,948人の減少が 
予測される。
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

夏堀嘉一郎 議員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
と
対
策
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
と
対
策
は

普
及
啓
発
に
努
め
、
学
校
や
地
域
と
連
携
し
、

普
及
啓
発
に
努
め
、
学
校
や
地
域
と
連
携
し
、

早
期
発
見
と
支
援
に
努
め
て
い
く

早
期
発
見
と
支
援
に
努
め
て
い
く

問問答答
質　
問　
令
和
２
年
度
に
実

施
さ
れ
た
全
国
の
公
立
中
学

校
・
公
立
高
校
を
対
象
に
し

た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

に
関
す
る
調
査
研
究
に
よ
る

と
、
中
学
２
年
生
の
約
17
人

に
１
人
、
高
校
２
年
生
の
約

24
人
１
人
が
「
世
話
を
し
て

い
る
家
族
が
い
る
」
と
回
答

し
て
い
る
。

　
小
学
生
ケ
ア
ラ
ー
の
半
数

以
上
は
、
ほ
ぼ
毎
日
、
兄
弟

の
送
り
迎
え
や
祖
父
母
の
見

守
り
、
食
事
の
準
備
、
洗

濯
、
買
物
な
ど
に
１
日
平
均

２・９
時
間
を
費
や
し
、
遅

刻
や
早
退
、
欠
席
、
忘
れ

物
、
勉
強
の
遅
れ
な
ど
、
学

校
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
影
響
が

出
て
い
る
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
当
事
者

の
声
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
い
つ
で
も
相
談
が
で
き

る
社
会
が
広
が
る
こ
と
、
全

て
の
人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

社
会
に
な
る
こ
と
を
信
じ

て
、
次
の
質
問
を
す
る

①
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る

こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
子

ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う
な
手

法
で
見
つ
け
調
査
し
、
実
態

を
把
握
す
る
の
か
。
既
に
実

態
を
把
握
し
て
い
る
場
合
、

そ
の
結
果
は
。

②
地
域
や
学
校
で
認
知
さ
れ

に
く
く
し
て
い
る
家
庭
内
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
壁
を
ど
の

よ
う
に
乗
り
越
え
、
支
援
し

て
い
く
の
か
。

③
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込

み
、
孤
立
し
て
い
か
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
が
必
要
で
あ
る
が
、
町
の

考
え
や
対
策
は
。

④
子
ど
も
が
子
ど
も
で
い
ら

れ
る
町
に
す
る
た
め
の
相
談

窓
口
の
所
在
は
。

町
長
答
弁　
①
現
時
点
で
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し
た

実
態
調
査
は
実
施
し
て
い
な

い
。
県
で
は
令
和
４
年
度
に

実
態
調
査
を
行
う
ほ
か
、
周

知
・
啓
発
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
調
査
結
果
は
福

祉
、
介
護
、
医
療
、
教
育
な

ど
の
関
係
機
関
と
共
有
し
な

が
ら
、
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
構
築
を
目
指
す
と

伺
っ
て
い
る
。

②
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
家

庭
内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題

で
あ
り
表
面
化
し
に
く
く
、

子
ど
も
自
身
や
家
族
が
問
題

を
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
実
態
把
握
が
難
し

い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　
児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場

合
に
は
、
担
当
職
員
や
保
健

師
が
民
生
委
員
な
ど
か
ら
情

報
収
集
し
、
子
ど
も
や
家
族

か
ら
状
況
を
確
認
し
て
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
関
係

機
関
と
連
携
し
て
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

③
「
子
ど
も
と
し
て
守
ら
れ

る
べ
き
権
利
が
あ
る
こ
と
」、

「
本
来
守
ら
れ
る
べ
き
権
利

が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
」

を
子
ど
も
自
身
や
家
族
、
周

囲
の
大
人
な
ど
、
多
く
の
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知

度
向
上
と
正
し
い
理
解
が
進

む
よ
う
普
及
啓
発
な
ど
に
努

め
る
ほ
か
、
行
政
、
学
校
、

地
域
が
連
携
し
て
、
日
頃
の

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
観
察

し
、
家
庭
訪
問
な
ど
に
よ
り

生
活
状
況
を
把
握
す
る
な

ど
、
早
期
に
発
見
し
支
援
に

つ
な
げ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

④
子
ど
も
を
取
り
巻
く
問
題

は
、
家
庭
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
関
係
し
合
い
、

複
合
化
し
や
す
い
特
徴
が
あ

る
。
健
康
こ
ど
も
課
を
窓
口

に
福
祉
介
護
課
や
教
育
委
員

会
学
務
課
な
ど
、
関
係
部
署

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
支
援

に
当
た
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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一  般  質  問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

松 本 啓 吾 議 員

課題解決に向けた研究と、県へ指導主事課題解決に向けた研究と、県へ指導主事
配置の働きかけをしていく配置の働きかけをしていく

問問
ＧＩＧＡスクール構想の現況と今後の ＧＩＧＡスクール構想の現況と今後の 
構想は構想は

答答

質　
問　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備

だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
な
ど
の
外
部
人

材
を
活
用
し
た
指
導
体
制
の

強
化
を
含
め
た
改
革
を
推
進

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
端
末
利
活
用
状
況
等
の
実

態
調
査
で
は
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
で
整
備
し
た
端

末
は
、
学
校
で
の
管
理
を
基

本
と
す
る
自
治
体
が
多
く
、

コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
て
い

る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入

に
は
時
間
が
か
か
る
」
と
の

結
果
が
あ
る
が
、
町
内
小
中

学
校
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
進
捗
状
況
と

端
末
の
活
用
状
況
、
今
後
の

活
用
構
想
は
。

教
育
長
答
弁　

校
内
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
端
末
の
整

備
が
完
了
し
、
令
和
３
年
度

か
ら
基
本
的
な
調
べ
学
習
の

ほ
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
、
漢
字
・
計
算
の
学
習
、

授
業
に
関
わ
る
動
画
の
視
聴

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
端

末
を
活
用
し
て
い
る
。

　
今
後
の
構
想
と
し
て
、
児

童
・
生
徒
の
習
熟
度
の
把
握

や
習
熟
度
に
応
じ
た
個
別
指

導
に
活
用
で
き
る
学
習
支
援

ソ
フ
ト
の
導
入
が
考
え
ら
れ

る
が
、
導
入
費
用
が
高
額
で

あ
る
た
め
学
校
と
協
議
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
児
童
・
生

徒
に
端
末
の
持
ち
帰
り
は
さ

せ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

持
ち
帰
り
を
可
能
と
し
た
場

合
、「
機
器
破
損
時
の
費
用

負
担
」、「
通
信
環
境
の
な
い

家
庭
へ
の
対
応
」
と
い
っ
た

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
研

究
を
進
め
て
い
く
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
さ

ら
な
る
推
進
に
当
た
り
、
学

校
の
課
題
な
ど
を
適
切
に
把

握
す
る
指
導
主
事
の
配
置
が

必
要
で
あ
る
。
教
員
不
足
が

叫
ば
れ
て
い
る
中
、
配
置
へ

の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
県

教
育
委
員
会
に
対
し
指
導
主

事
を
配
置
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校

の
対
応
に
つ
い
て
、
次
の
質

問
を
す
る
。

①
休
校
に
よ
り
学
習
の
遅
れ

が
不
安
視
さ
れ
る
が
、
休
校

後
の
取
り
組
み
は
。

②
自
宅
待
機
時
の
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
学
習
の
対
応

は
。
ま
た
、
自
宅
待
機
に
よ

り
行
事
な
ど
に
参
加
で
き
な

い
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は
。

教
育
長
答
弁　
①
児
童
・
生

徒
の
自
宅
待
機
に
備
え
、
事

前
に
設
定
し
て
い
た
宿
題
の

履
修
や
宿
題
の
配
達
、
保
護

者
に
よ
る
課
題
の
受
け
取
り

な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、
学
年

閉
鎖
後
は
、
休
み
時
間
や
放

課
後
を
活
用
し
た
個
別
指
導

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
、

学
習
面
で
の
遅
れ
を
補
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
復
習
の
時
間
を
多

め
に
設
け
る
な
ど
、
授
業
の

形
態
を
工
夫
し
て
い
る
学
校

や
、
電
話
で
の
質
疑
応
答
の

ほ
か
、
中
学
校
で
は
校
内
試

験
、
考
査
週
間
前
に
開
か
れ

る
学
習
会
な
ど
で
、
個
別
指

導
の
場
面
を
設
定
す
る
な

ど
、
学
習
面
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
の
措
置
が
行
わ

れ
て
い
る
。

②
修
学
旅
行
や
体
育
祭
な
ど

の
行
事
は
、
開
催
日
の
延
期

や
観
覧
者
の
入
れ
替
え
な

ど
、
実
施
に
向
け
て
柔
軟
に

対
応
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
行
事
な
ど
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
児
童
・
生

徒
へ
は
、
卒
業
式
を
本
番
の

と
き
と
同
じ
よ
う
な
形
式
で

追
加
実
施
し
た
り
、
学
級
で

疑
似
行
事
を
行
う
な
ど
、
各

学
校
に
お
い
て
工
夫
を
凝
ら

し
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
児

童
・
生
徒
へ
の
配
慮
を
し
て

い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お

コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
学
校
の
対
応
は

け
る
学
校
の
対
応
は

問問

授
業
方
法
や
行

授
業
方
法
や
行

事
内
容
を
工
夫
し
、

事
内
容
を
工
夫
し
、

対
応
し
て
い
る

対
応
し
て
い
る

答答

実施している

準備中

実施・準備をしていない

非常時の端末の持ち帰り学習の実施状況

平時の端末の持ち帰り学習の実施状況

実施できるよう準備済み

準備中

実施・準備をしていない

※上記２つのグラフは、文部科学省が公表している端末利活※上記２つのグラフは、文部科学省が公表している端末利活
用状況等実態調査（令和３年７月時点）から抜粋。用状況等実態調査（令和３年７月時点）から抜粋。

※調査対象は、全国の公立小学校、中学校など。※調査対象は、全国の公立小学校、中学校など。

30.9％30.9％
66.5％66.5％

2.6％2.6％

26.1％26.1％

51.8％51.8％

22.1％22.1％
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主な議案（第 110 回臨時会）

　

い
の
ち
を
守
る
行
動
、
何
度

も
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。
最
近

の
水
害
報
道
に
よ
る
と
全
国
的

に
多
大
な
被
害
が
発
生
し
、
町

内
で
も
８
月
初
め
に
馬
淵
川
が

氾
濫
し
て
お
り
、
農
作
物
ほ
か

水
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
議
会
も
町
民
の
生
命
を

守
る
た
め
、
町
と
一
緒
に
さ
ら

な
る
防
災
体
制
の
充
実
に
務
め

て
ま
い
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
は
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
健
や
か

に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
議
会
の

様
子
を
親
し
み
や
す
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員　
滝
田 

勉　
記

議会傍聴
　令和３年度決算を審査する
９月定例会が８月30日から９
月６日まで開会しています。
傍聴する際は、傍聴席には限
りがありますので、議会事務
局までお問い合わせください。

☎0178-38-5971

第第
110110
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
時時
会会

陸
上
競
技
場
第
４
種
ラ
イ
ト
公
認
取
得
へ

陸
上
競
技
場
第
４
種
ラ
イ
ト
公
認
取
得
へ

ふ
る
さ
と
運
動
公
園
改
修
工
事
を
可
決

ふ
る
さ
と
運
動
公
園
改
修
工
事
を
可
決

　
第
１
１
０
回
臨
時
会
に
は
議
案
６
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
改
修

土
木
工
事

▽　
日
本
陸
上
競
技
連
盟
陸

上
競
技
場
第
４
種
ラ
イ
ト

公
認
取
得
の
た
め
、
各
陸

上
競
技
種
目
に
対
応
す
る

改
修
を
行
う
も
の
。
工
期

は
、
令
和
４
年
12
月
21
日

ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
１
億
４
７
７
０
万
２
８
９
６
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
夏
堀
工
務
店
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役　
夏
堀
陽
子

■
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
改
修

電
気
設
備
工
事

▽　
陸
上
競
技
場
と
多
目
的

球
技
場
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
お
よ

び
電
波
法
関
連
法
令
に
対

応
す
る
た
め
機
器
の
更
新

を
行
う
も
の
。
工
期
は
、

令
和
４
年
12
月
21
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
７
４
９
３
万
８
６
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
日
成
電
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
田
名
部
成
人

■
福
地
橋
橋
梁
補
修
５
号
工
事

▽　
橋
桁
な
ど
の
鉄
骨
部
材

の
塗
装
や
、
床
版
裏
面
の

７
月
５
日

７
月
５
日

表
面
補
修
・
保
護
工
事
を

行
う
も
の
。
工
期
は
、
令

和
５
年
1
月
30
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
６
４
８
６
万
９
６
０
８
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役　
松
本
保
築

■
財
産
の
取
得
（
南
部
町
立

小
学
校
児
童
用
机
・
椅
子
）

▽　
統
合
後
の
小
学
校
で
使

用
す
る
児
童
用
机
４
６
０

台
と
椅
子
４
６
０
脚
を
購

入
す
る
も
の
。
納
入
期
限

は
、
令
和
５
年
３
月
30
日

ま
で
。

【
売
買
代
金
】

　
１
１
８
８
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
北
村

　
代
表
取
締
役　
北
村
将
彦

■
財
産
の
取
得
（
南
部
町
立

名
川
中
学
校
校
務
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
器
機
）

▽　
名
川
中
学
校
で
使
用
す

る
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

（
サ
ー
バ
１
台
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
24
台
な
ど
）
を

更
新
す
る
も
の
。
納
入
期

限
は
、
令
和
５
年
１
月
31

日
ま
で
。

【
売
買
代
金
】

　
１
０
４
５
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

　
代
表
取
締
役　
大
貫
真
弓

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

▽　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
４
１
０
１
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
６
億
５
５
９
３
万 

１
千
円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

県
の
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
対
策
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
た
非
課
税
世

帯
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
配
布
に
係
る
費
用

３
２
７
３
万
２
千
円
な
ど
。

予　
算

予　
算

契　
約

契　
約

改修工事を行うふるさと運動公園改修工事を行うふるさと運動公園



7月21日３歳児健康診査7月21日３歳児健康診査

くどう　ひろと ちゃん
（大向）

くどう　ひろと ちゃん
（大向）

※今月号に掲載しきれなかったお子さんは、来月以降の広報で掲載する予定です。

そた　しゅうえい ちゃん
（苫米地）

そた　しゅうえい ちゃん
（苫米地）

みうら　りょうま ちゃん
（斗賀）

みうら　りょうま ちゃん
（斗賀）

ばば　にじか ちゃん
（小向）

ばば　にじか ちゃん
（小向）

かわもりた　ねお ちゃん
（福田）

かわもりた　ねお ちゃん
（福田）

あきやま　つむぎ ちゃん
（平）

あきやま　つむぎ ちゃん
（平）

オンラインで参加者に向けて学校紹介を行う生徒

全国からの生徒募集を開始
説明会で高校の魅力を発信

名久井農業高校では、県外からの生徒の受け
入れによる高校の活性化を目的として、令和5
年度入学者選抜より、全国から生徒を募集します。

募集にともない、同校と町では、6月から8月
に全国の中学生を対象とした「地域みらい留学」
オンライン合同説明会（一般財団法人地域・教
育魅力化プラットフォーム主催）に参加し、同
校の魅力を全国に発信しました。

説明会では、生徒が農作物の収穫や食品加工
の様子を動画で紹介したほか、研究を通じて国
際大会へ出場していることなどを背景に、「私
たちの夢を育ててくれる学校」であるとPRし
ました。
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